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ベ ンガル のバ ウル の ライ フ ヒス トリー の研 究(1)

村 瀬 智

要 旨

本研究は、インド・ベ ンガル地方の 「バ ウル」 と呼ばれる宗教的芸能集団のライフヒ

ス トリーの研究である。

個々のバウルのライフヒス トリーは、それぞれ個人の経験 を表現 したもので、それ自

体で完結 した世界 をあらわしている。 しかし、ひとりの人間の人生の物語には、その人

をとりまく社会の描写があるはずである。ひとりの人間のライフヒス トリーは、絵画や

写真にたとえれば、その人の 「肖像」であると同時に、その人に焦点をあわせた 「群像」

でもある。本研究では、あつめた資料を読者 に提示する方法 として、「ライフヒス トリー

の重ね合わせ」 という手法を採用する。すなわち、複数のバ ウルのライフヒス トリーを

並列させて記述 し、ベンガル社会における 「バウルとい う人間集団」を描きだす。

キ ーワー ド:ラ イ フヒス トリー、マ ドゥコリ、通 過儀礼、 カース ト制 度、世捨 ての制度
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7.歌 姫 の息子

皿.践

1.序

本 稿 は、ベ ンガルの 「バ ウル」 と呼 ばれ る芸能集 団の ライフ ヒス トリーの研 究 である。

また本稿 は、本論集 に6回 にわた って掲載 され た拙稿 「ベ ンガルのバ ウルの文化 人類 学

的研 究」[村 瀬:2006、2008、2009、2010、2011、2012]の 補 遺で もあ る。

1.研 究対象の概略

バウルは、世俗的な意味で非生産的である。彼 らは農業労働や工業生産、手工芸作業、

商業活動などに、いっさい従事 していない。バウルは、一般のベンガル人に経済的に依

存 し、「マ ドゥコリ」 をして生活費を稼いでいるのである。ベ ンガル語の辞書は、「マ ドゥ

コリ」 とい う語を、「蜂が花か ら花へ と蜜を集めるように、一軒一軒物 ごいをして歩 く
1

こと」 と説明している。すなわち、ベ ンガルのバウルとは、「みずか らバウルと名の り、

バウルの衣装を身にまとい、人家の門口でバウルの歌 をうたった り、あるいは神の御名

を唱えたりして、米やお金をもらって歩 く人たち」のことである。バウルは、「門づけ」

や 「たく鉢」をして生活費を稼いでいるのである。

このマ ドゥコリの生活は、ひとりの人間が 「バウルになる」ためにも、 また 「バウル

である」ためにも、不可欠の条件である。 これは彼 らが選択 したライフスタイルである。

そして、このライフスタイルそのものが、彼 らが主張する 「バウルの道」(バ ウル・ポ ト)

の基本なのである。バ ウルの道 とは、マ ドゥコリの生活にはじまり、神 との合一 という

バ ウルの宗教の究極の 目的にいたる道である。彼 らは、「バ ウルは富をもたないこじき

です。わたしたちの唯一の財産は、この肉体です。 しかし、この肉体には神が住んでお

られる。それ以上に何が必要ですか」 と語るのである。

2.研 究 方 法

バ ウルの民族誌 的研 究 を、 ライ フヒス トリーか らアプ ロー チす るとい う方法 は、 もっ

とも有効 な研 究方法 だ とお もわれる。 なぜ な ら、バ ウルの ライ フヒス トリーは、人 び と

の行動 を規 制す るカース ト制 度がい まだに根 づ よいベ ンガル社会 の、「だれが」「なぜ」「い

つ」 「どの ように」マ ドゥコ リの生活 を採用 し、バ ウル にな ったか を、語 ってい るはず

だか らである。 また、 ライフヒス トリーの個 々の ケース は、バ ウル になった動機や要 因

1Madhukari:actofbeggingfromdoortodoorlikethebeegatheringhoneyfromflowertoflower.

(SamsadBengaliEnglishDictionary.Secondedition,1987.Calcutta:SahityaSamsad.)
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の 幅 広 さだけで な く、彼 らがバ ウル になってか らの適応戦略 の多様性 も反映 している は

ずで ある。 さ らに、 バ ウルの ライ フ ヒス トリーは、彼 らが 自分 の人生 を どの ように意味

づ けているか を も、語 っているはず であ る。

ライフ ヒス トリー を採集す る際の イ ンタビューの方法 は、 面接 者 である聞 き手 の意図

によって、 「方 向づ け られ たイ ンタ ビュー」 と 「方 向づ けの ない イ ンタビュー」の ふた

つ に区別 で きる とい う[LangnessandFrank1981:48]。 「方向づ け られた イ ンタビュー」

とは、 「聞 き手 の聞 きたい こ とを聞 くイ ンタビュー」で あ り、 聞 き手 は、特 定の話題 を

念頭 において、 ときには質 問票 を使用 しなが ら、話 し手が たえずそ の話題 にそ うよ うに

誘導 して行 うイ ンタビューで ある。 これ に対 し、「方 向づ けのない イ ンタビュー」 とは、

「話 し手の話 したい こ とを聞 くイ ンタビュー」 であ る。 この方法 に よ り、 「話 し手 が重要

だ と思 ってい るこ と」、あ るい はす くな くとも 「話 し手 が(聞 き手で あ る面接 者 に)語

るこ とが重要だ と考 えて いる こと」 を知 る ことが で きる。 さ らに、 イ ンフォーマ ン トの

自発性 を重視 す る ことに よ り、 「話 し手が どの よ うに概念 化 を行 い、 自分 の 人生 につ い

て考 えているか」 を知 るこ とがで きる。

インタ ビュー に際 して、 わた しは話 し手 の話 を方 向づ けない ように努力 した。 しか し、

聞 き手 であるわ た しは、 イ ンタビュー 中 もっと聞いてみた い と思 ったこ とをメモ に と り、

後 日の イ ンタビューの機会 には どし どし質問 した。 したが って、話 し手 の話が、話 し手

と聞 き手 との 「対面 的な相 互作用 」に よって、意外 な方向 に展 開す るこ ともしば しばあっ

た。

本研 究で は、あつ めた ライ フヒス トリー を読 者 に提 示す る方法 として、 「ライ フ ヒス

トリーの重ね合 わせ 」 とい う手法 を採用 す る。す なわち、 その社 会 に住 む人 び との複 数

の ライフ ヒス トリー を並列 させて、ベ ンガル社会 にお ける 「バ ウル とい う人 間集 団」 を

描 きだす とい う手法 であ る。

ライフ ヒス トリーの重 ね合 わせ とい う手法 は、ライフ ヒス トリーの 「どの側 面 を注 目」

す るか に よって、 ふ たつの もちい られ方 が ある い う[小 林1994:71-73]。 ひ とつ は、

ライフ ヒス トリーの 「ヒス トリー」 に注 目して、 ライ フヒス トリー を重 ねてい くや り方

で ある。た とえば、 ライフ コー ス法の ように、 「世代 」 をキー ター ム として、 複数 の人

生 をたばねてい く方法 が ある。 この場合 、 ライフ ヒス トリーにふ くまれる誕生か ら現 在

の時点 にいた るまでの時 間的なながれ、あ るいは年齢 的な秩 序が重視 され る。ライフ コー

ス法 の ようにヒス トリーの側面 を重視 して、 ライフ ヒス トリー を複数 あつめて量 的にあ

つか えば、それ は一般化 をめざす 「法則 定立的調査 」 となるだろ う。

もうひ とつ は、 ライ フヒス トリーの 「ス トー リー」性 に注 目し、本人 の ことばを尊 重

して 「語 り」 を記述 し、並列 させて い く方法 である。 この場合 、 いろいろ な話題 をつ ぎ

つ ぎに鎖状 につ なげて構 成 し、複数 の ライ フヒス トリー をな らべ て提示 すれ ば、 それぞ
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れのライフヒス トリーは、ひとつの完結 した 「経験の物語」 となる。このように、ライ

フヒス トリーをス トーリー としてとらえる立場か らすると、ライフヒス トリーは 「口述

の自伝的な物語」であ り、語 り手が自分の過去の経験 を表現 した内容そのものが考察の

対象となる。す くなくともライフヒス トリーのス トーリー性に注 目する場合は、一般的

な類型化を志向するのではなく、個性的で独 自なところを描 くことをめざす 「個性記述

的調査」 となるはずである。

個々のバ ウルのライフヒス トリーは、それぞれ個人の経験を表現 したものであ り、そ

れ自体で完結 した世界 をあ らわしている。 しか し、ひとりの人間の人生の物語には、そ

の人をとりまく社会の描写があるはずである。ひとりの人間のライフヒス トリーは、絵

画や写真にたとえれば、その人の 「肖像」であるであると同時に、その人に焦点をあわ

せた 「群像」で もある。

本研究では、複数のバウルのライフヒス トリーを並列させて、ベ ンガル社会における

「バ ウルという人間集団」を描 きだす。複数の 「ライフヒス トリーの重ね合わせ」があ

きらかにすることは、単に 「内部者の視点」や 「内側か らみた文化」だけではない。お

な じコミュニティに属する人のライフヒス トリーが並列されることで、内部者同士の「経

験の物語」も、 じつに個性的なものであると気づ くのである。 このような 「個性記述的

調査」は、一般化や類型化をもとめる 「法則定立的調査」では切捨てられるような独 自

性 を、むしろ個性的な様相 として重視 して描こうとするものである。

本研究の 「H.ラ イフヒス トリーの記述」では、7人 のバウルのライフヒス トリーを

紹介する。語 り手の 「語 り」を強調するために、聞き手の 「質問やあいつち」を省略し

た。 しかし、これ ら7編 のライフヒス トリーは、バウルとわたしとで 「共同制作された

作品」である。わたしは、バウルの語 りの 「聞 き手」であ り、 また語 られた話の 「編集

者」であ り、さらに読者に提示する立場にある。わたし自身の人類学者 としての素養や

ベンガル文化についての知識が、ここに収録 された作品に影響 を与えていると思う。 し

たがって、7編 のライフヒス トリーの文責は、すべてわた しにあることはいうまでもな

いQ

3.フ ィ ール ドワーク

本研究 の資料 は、1983年 以 来、断続 的に14回 にわたって滞在 した イ ン ド ・西ベ ンガル

州 にお ける文化人類学 的 な調査 に よる。滞在 期 間は合 計約38ヶ 月で、 それぞれの調査 期

間 は、①1983年5月 か ら8月 まで、②1985年5月 か ら8月 まで、③1987年6月 か ら1989

年1月 まで、④1992年2月 か ら3月 まで、⑤1998年7月 か ら9月 まで、⑥1998年12月 か

ら1999年1月 まで、⑦1999年7月 か ら9月 まで、⑧2002年8月 か ら9月 まで、⑨2003年

8月 か ら9月 まで、⑩2004年7月 か ら8月 まで、⑪2005年8月 か ら9月 まで、⑫2006年
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8月 か ら9月 まで、⑬2007年8月 か ら9月 まで、 そ して⑭2009年2月 か ら3月 までであ

る。予備 調査 は① と② で、本 調査 は③ で、そ して補 足的調査 は④ ⑤⑥⑦⑧ ⑨⑩⑪⑫⑬ ⑭

で行 った。

テープ レコーダー を利用 した イ ンタビュー に応 じて くれ たの は66名 であ る。 この うち、

男性 の 「バ ウル」 は59名 、女性 の 「バ ウ リニ」 は5名 で ある。 これ に加 えて、以前 バ ウ

ル だったが現在 はそ うで ない 「元バ ウル」が1名 、そ してバ ウルのグル に入 門 し、サ ドゥ

ナ(宗 教儀 礼)の 実践 に努力 す る 「在家 の信者」 が1名 存在 す る。 イ ンタビューのテー

プお こ しは、 ヴ ィシュヴ ァ ・バー ラテ ィ大学 の学 生4名 に協力 して もらい、 わた しのベ

ンガル滞在 中 にすべ て行 った。
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II.ラ イ フ ヒス ト リー の 記 述

1.振 り子行者

1-0.は じめ に

ビルブム県の ジ ョイデ ブ ・ケ ン ドゥー リ村 は、 オ ジ ョイ川 の北岸 に位 置 して いる。 こ
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の村 は、12世 紀 のサ ンス クリ ッ ト詩人 ジ ャヤデ ーヴ ァ(Jayadeva)の 生 誕 地 と して有 名
2

であ る。 また この村 は、 この詩 人の経験 した 「奇跡 」 によ りヴ ィシュヌ派の聖地 となっ

た。そ の奇 跡 とは、 ジャヤ デーヴ ァが ガ ンジス の女神 に告 げ られて以来 、ガ ンガー(ガ

ンジス川)の 水 は、 ポ ウシュ月(12月 中旬 ～1月 中旬)の 最終 日に、水系 的 にはつ なが

りの ないオ ジ ョイ川 に流れ こむ と信 じられてい るのであ る。

ジ ョイデブ ・ケ ン ドゥー リ村 は、 ベ ンガル にお け る もっ とも有 名 な定期市 のひ とつ

「ジ ョイデブ ・メ ラ」 の開催地 であ る。 ジ ョイデ ブ ・メラは、毎年 、 ポウ シュ月の最終

日をはさんで、数 日間つづ く。 メ ラ開催 中、ベ ンガルの地方 の町や村 か らメ ラ会場行 き

のバ スが ひっ き りな しに出 る。 ふだん はひっそ りとした ジ ョイデブ ・ケ ン ドゥー リ村 は、

聖 な るガ ンガーの水が流 れ こむオ ジ ョイ川 で沐浴 しようとあつ まった巡礼 客であふ れる

ので ある。

ジ ョイデ ブ ・ケ ン ドゥー リ村 のポ リ ・ダシュ ・バ ウル(HariDasBaul)は 老 バ ウル

であ る。正確 な年齢 は彼 自身に もわか らないが、 おそ ら く80歳 前 後で あろ う。彼 は、昔

か ら 「振 り子行者」(HalakanpaBaba)と い う愛称 で呼 ばれてい る。 「振 り子行者」 とい

う愛称 が暗示 す る ように、彼 は脳 性小児 マ ヒの後遺症 に苦 しんでい る。 以下 は、「振 り

子行者」 の物語 であ る。

1-1.ビ ルバマンガルの聖者

わたしはプルリア県のラ ドゥルカ村で生 まれました。わたしの父は物納小作人でした。

しか し父は、村でいろんな雑用 もしなければならない立場でした。わたしが16歳 か17歳

のとき、両親はあいついで亡 くな りました。

少年時代、わたしは、ひとりの聖者(サ ー ドゥー)と 顔なじみになりました。その聖

者はジョイデブ ・ケンドゥーリ村の隣の村のビルバマンガル村の人で、 ときどきわたし
ヨ

たちの村 にやって来ては、賛歌のキールタンをうたった り、「神の御名」を唱えた りし

なが ら 「マ ドゥコリ」 をしていました。わたしの両親は信心ぶかい人で、その聖者の姿

を見ると、いつ も施与 していたのをおぼえています。

わたしは、生まれつきの脳性小児マヒで、いつ もこうして身震い しています。ですか

ら、ふつ うの仕事はできません。両親の死後、わたしは、 しばらく 「カカー」(父 の弟)

2ジ ャヤ デ ー ヴ ァの代 表作 「ギ ー タ ・ゴー ヴ ィ ンダ』(「牛 飼 いの 歌 」 の意)は 、 ヴ ィ シ ュヌ神 の化 身

で あ る牧 童 ク リ シュ ナ と牛 飼 い女 ラー ダー との官 能 的 恋愛 を主 題 に したサ ンス ク リ ッ ト拝 情 詩 。 古

典 サ ンス ク リ ッ ト文 学 の 最 後 を か ざ る作 品 で あ る とい わ れ る。 また、 この 田 園豊 か な恋愛 拝 情 詩 の

背 後 に は、 神 と人 間 との 関係 の暗 示 が あ る との 解 釈 が な され 、 こ の神 秘 的 意義 に よっ て ヴ ィ シュ ヌ

崇 拝者 の絶 賛 を博 し、 い わ ゆ る ヴ ィシ ュ ヌ派 文学 の先 駆 を なす もの とい われ て い る。

3「 神 の御 名 」(Harinam)と は 、ヴ ィ シ ュヌ神(Hari)の 化 身 で あ る ク リ シュ ナ神(Krishna)と ラー

マ 神(Rama)の 御 名(nam)。 す なわ ち、"HariKrishnaHariKrishna,KrishnaKrishnaHariHari,

HariRamaHariRama,RamaRamaHariHari"を 、 詠 唱す る こ と。
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ベ ンガル のバ ウル の ライ フ ヒス トリーの研 究(1)

の世話にな りました。 しか し、突然 ころが りこんできた不具者のわたしは、そこではやっ

かい者でした。わたしは、人の情けにすがって物乞いをして生活 してゆかねばならない

と痛感 しました。わた しは、宗教者 として どこかの 「アー シュラム」(道 場)で 暮 らし

たいと思いま した。何の心配 もな く、信仰 と礼拝の 日々をすごしたい と思ったのです。

このようなわけで、ビルバマンガルの聖者に、彼のアーシュラムに住 まわせてほしい と

懇願 しました。親切 にも、彼 はわたしの願いをかなえてくれたのです。それは、わた し

が18歳 のときのことで した。

ビルバマ ンガルの聖者は、わたしの宗教上の 「グル」ではあ りません。彼はわたしの

「主人」か 「雇い主」のような人でした。 ビルバマ ンガルに来てか ら、わたしは毎朝近

所の村 々をまわり、一軒一軒、「神の御名」を唱えてマ ドゥコリをしました。聖者には、

「マタマ」(「母上」、すなわち聖者のパー トナー)が いました。彼 らはわたしに、マ ドゥ

コリに出かけるかぎり、一 日に一定量以上の金品を集めるようにとノルマを課 しました。

しか し、これはつ らい課題で、わた しを苦しめました。村人の喜捨は、それが何であれ、

「神か らいただいた もの」と感謝 して受けとるだけです。わた しは村人に、「もっとた く

さん恵んで ください」と要求することはできません。

聖者 は牛 を飼 っていま した。牛の世話 はわた しの仕事でした。そのほか掃 除や洗濯、

水 くみ、薪あつめなど、アーシュラムの雑用はすべてわた しの仕事で した。そうこうす

るうちに、マタマは出産 しました。その子の子守 もわた しの仕事で した。

聖者のアーシュラムは、品性のよくない人たちのたまり場でした。彼 らは、いつ もわ

た しの病気をか らかって、雑談の種にしていました。「サー ドゥー ・ババ。あの助手 を

どこで発見 したのですか。あのいつ も身震いしている不具の少年、なかなかいいじゃな

いですか。不具の子 は、マ ドゥコリの名人なのでしょう。あの子がすることといえば、

マ ドゥコリに出かけているか、それ ともああ して身震い しながら用事をしているかじゃ

ないですか。 しか もあの子は、何 ひとつ不平をいわない」。

わたしは動作 もにぶい し、 ことば も不 自由です。 しか し彼 らは、わたしが彼 らの会話

のすべてを理解 しているということを、理解 していないようでした。

わたしは、「この病気は、一生わたしを苦 しめるのだろうか。神 はこのあわれな不具

の少年を、気の毒 と思ってくださるのだろうか」 と、何度 も自問しました。そ して、ビ

ルバマ ンガルに来て3年 ほど経過したころ、わたしの苦痛はここでは解消 しないと、やっ

と気づ きました。

ある日、わたしは聖者にいいました。「父上。わたしには親がのこした家屋敷があ り

ます。それを処分するために、一度プルリアに帰ろうと思います」。「それはよい考えだ。

家屋敷など修行の じゃまだ。そんなもの売 り払ってしまいなさい。売れたらす ぐにここ

に戻ってきなさい」 と、聖者はこたえました。
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そ して、まさに出発のその日、わた しは聖者に、旅費 ・交通費としていくらかお金が

ほ しいとお願い しました。 しか し彼は、「こじきに旅費 ・交通費など必要ない。おまえ

は物乞いをして、その金を工面 しなさい」 と、わたしの願いをしりぞけました。わたし

は聖者のことばに失望 しました。それでもわた しは、聖者の前にひれ伏 し、両手で彼の
4

足 にふれ て、「プロナ ム」 を行 い ま した。 しか し、心 の なか でつぶ や きま した。 「ああ、

ビルバ マ ンガル1こ こは安住 の地 とはな りませ んで した」。 こ うしてつ い に、 わた しは

この聖者 のアー シュラム を去 ったのです。

1-2.ビ ジョイ ・クリシュナ ・ゴスワミ師

ビルバマンガルに滞在中、わたしは目を患 ったひとりの少年を看病 しました。さいわ

い少年の眼病はまもなくなお りました。少年の住むベタ村 は、オジョイ川をはさんでビ

ルバマ ンガル村の対岸にあ りました。わたしは、プルリアの故郷 にかえる途中、その少

年 に別れのあいさつをするために、ちょっと立ち寄 りました。 しか し彼は、 もう一 日、

もう一 日と、わた しを引き止めました。わたしは彼の家に数 日滞在 しただけですが、そ

の村で結局5年 間も生活することになりました。なぜなら、当時、その村にアーシュラ

ムをもっていたビジョイ ・クリシュナ ・ゴスワミ師の祝福 を受けたか らです。師は、現

在、バル ドマン県のマランディギ村のアーシュラムに住んでお られます。師は、わたし

よりい くつか年長で、いまで もお元気です。わた しは、いまでもときどき師を訪問しま

す。

ビジョイ ・クリシュナ ・ゴスワミ師は、わた しを導いて くれたグルです。わた しはこ

の偉大な人物から 「ディッカ」(入 門式)と 「ベック」(世 捨て人の身分への通過儀礼)

を受けました。また師は、わたしの 「シッカ・グル」(宗 教的 トレーナー)で もあ ります。

師はヨーガ行者で、 ヨーガの坐法や呼吸法を教 えてくれました。 また師は、クリシュナ

神の敬けんな帰依者で、クリシュナ神の偉大 な 「マントラ」を授けてくれました。

師は、「これ らのマン トラを唱えながらヨーガの修行に努力すれば、おまえの体の内

部か らシ ョクティ(力)が 自然にわ き出て くる。おまえの体は、ヨーガの修行で必ずな

おる」 と、病気の後遺症で苦 しむわたしを力づけて くれました。実際、師のいわれたと

お りとな りました。わた しの体は、速度のおちた自転車の ように、右に左 にといつ も不

安定に揺れ動きます。しか し、以前はもっとひどく、自分で起 きあがることさえできま

せんでした。またわたしは、ふつうの道は歩けますが、田んぼのあぜ道はどうしても歩

けませんでした。わたしは神に感謝 しなければなりません。 ビジョイ ・クリシュナ ・ゴ

スワミ師のおかげで、わたしの体はずいぶんよくな りました。

4「 足 の塵 を拝 す る」 こ と。 ヒ ン ドゥー 教徒 の 、 目上 の 人 に対 す る も っ と もてい ね い な あ い さつ 。
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ら

『バガヴ ァッ ド・ギーター』のなかで、クリシュナ神 は 「何ごとも顧みることな く、

各自の本分をつ くす なら、それは解脱への道である」と、説いています。わた しがベッ

クの通過儀礼を受けたとき、 ビジョイ ・クリシュナ ・ゴスワミ師は、わたしの本分、す

なわちわた しの仕事 を説明されました。

「おまえに割 り当てられた仕事は、神の御名を広めることだ。神の御名を唱えながら

すべての人に近づ き、すべての人を神の王国へ と導 く仕事だ。そ しておまえはひたすら

神に帰依 し、結果は神 にゆだねて行動せ よ」と、説明されたのです。
6

師はさらに、わたしの仕事は 「チ ョイ トンノ ・マハプラブ」のされた仕事と同じであ

るといわれました。つまり、わたしの仕事は、「カース トの差別をとりのぞき、すべて

の人に希望の光を与 えること。大昔か ら軽視されつづけてきた人たちの意欲や意識を高

めること。人類全体の幸福のために、社会に新 しい秩序を与えることなのだ」 と、説明

されたのです。この師のことばは、わたしの心を揺 さぶ りました。

1-3.ハ リ ジャン ・ア ーシュラム

ビジ ョイ ・ク リシュナ ・ゴス ワ ミ師が、マ ラ ンデ ィギ村 に新 しい アー シュラムを設立

され た とき、 わた しも彼 と一緒 に移住 したい とお願い しま した。 もちろん、師 はわた し

の願 い を しりぞ け ませ んで した。 しか し彼 は、 「師弟関係 とい うもの は生涯 にわ たる も

ので あ り、今 こそ 自立 してお まえの仕事 をは じめる よい機会 であ る」 と提 案 されま した。

わた しは師の助言 にしたが い ま した。 そ して、 ジ ョイデ ブ ・ケ ン ドゥー リ村か らす ご
　

し西 の、テ ィカルベ タ村 の 「バ グデ ィ ・カース ト」 の集落 に住 み は じめ ました。 ひ と り
8

の親切 なバグディが、「モノシャ女神」を祀 った礼拝小屋 を提供 してくれたので、そこ

に住むようになったのです。

わたしは、毎朝、 日の出前に 「神の御名」を唱えなが ら村中の家を巡回するのが常で

した。オジョイ川の船頭をしていた男性が、しばしばわた しを訪ねてきました。彼 は「バー

ロク ・バジャン」 と呼ばれる宗教的奉仕活動をしていました。それは、村中の男の子に

食事をふるまうもので、いわば定期的に 「少年たちのための宴会」を開催 していたので

す。わたしはその宗教的雰囲気が気にいったので、彼 に協力するようにな りました。

5「 バ ガ ヴ ァ ッ ド ・ギ ー ター』 は 、古 代 イ ン ドの大 叙 事 詩 『マハ ー バ ー ラ タ』 の 一部 を なす 宗教 ・哲

学 的 教 訓詩 編 。 略 して 『ギ ー ター』 と もい う。

6チ ャ イ タニ ヤの こ と。ベ ン ガル の ヴ ィシュ ヌ派 の 開 祖 。真 の ヴ ィシ ュ ヌ教 徒 は 、 ひ たす ら神 にす が

るべ きで あ る と し、 カー ス トの 区別 な く入 信 を許 した。

7バ グデ ィ ・カー ス ト(Bagdis)は 、 中 ・西 部 ベ ンガ ルの 、 農業 労 働 、漁 労 、 船頭 な ど を生 業 とす る

カー ス ト。 バ グデ ィ ・カー ス トの社 会 的 地位 は低 い。

8モ ノ シ ャ(Manasa)は 、 蛇 そ の もの が 神 格 化 した 女 神 で 、 蛇 を制 し毒 を消 す 力 を もつ と され る。

ベ ン ガル 地方 で さか ん に祀 られ 、 雨季(5月 中旬 ～9月 中旬)に は 毎 月 き まっ た 日に祭 りが行 われ

る。
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わたしは少年たちをあつめて、賛歌のキールタンや楽器の演奏法を教えました。楽器

といっても、小 さなシンバルや太鼓などの打楽器、指ではじく一弦楽器の 「エクターラ」、

小脇に抱えて爪(ピ ック)で はじく二弦楽器の 「グブグビ」などの簡単な楽器です。そ

れ らは村人たちがいつ も演奏 しているものです。わたしは少年たちを音楽隊に組織 し、

賛歌 をうたいなが ら村か ら村へ と出かけるようにな りま した。 まだ幼児だったシュ

ディール ・ババ(シ ュディール ・ダシュ ・バウルのこと)は 、いつもわたしについてき

たものです。

このように して、わた しはバグデ ィ ・カース トの集落で11年 間、社会の底辺に住む人

たちと一緒にすごしました。その間、まだ漠然 としたものでしたが、ある計画を心のな
9

かで あたた めて い ました。 そ れは、「ハ リジ ャン ・アー シュ ラム」 とい う名 の、わ た し

自身の アー シュラム を設立す る とい う計画 です。

テ ィカルベ タ村 のバ グデ ィ ・カース トの集落か らジ ョイデブ ・ケ ン ドゥー リ村 に移住

したの は、 もう40年 以上 も前 の ことです。 最初 は、 デ ィワ リカナー ト ・バ ッタチ ャルヤ
10

師の アーシュ ラムに、 その あ と 「カ ンガール ・キャパ」の アー シュラムに宿 をも とめ ま

した。

カ ンガー ル ・キ ャパの アー シュ ラムは、「タマ ル ・タラ ・アー シュラム」(「黒い木 に

か くれ たアー シュラム」の意)と よばれてい ま した。アー シュ ラムの名前 にふ さわ し く、
11

そ こには巨大 な 「バ ニヤ ン樹」 が しげ り、 昼で もうす ぐらく、 ひんや りとしてい ま した。

樹 幹の根元 に は、黙想 す るための空 間がつ くられてい ま した。 そ こは、 ほん とうにす て

きな空 間で、 ヨー ガの修行 には理想的 で した。 わた しはす っか りその場所 が気 にいった

ので、 カ ンガー ル ・キ ャパ に、 アー シュ ラムの敷地 内 に小屋 をたて させ てほ しい とお願

い しま した。親切 に も、師 はわた しの願 い をか なえて くれ ま した。そ してわた しは、カ

ンガール ・キ ャパ の献 身的 な在 家の弟子 か ら、材木 や竹、 わ ら、金物 な どの建材 だけで

な く、 労働 力 まで提供 して もらったの です。 そ れは一 部屋 だ けの泥壁 の小 屋 で したが、

わた しは 自分の アー シュラムを もつ こ とがで きたのです。 もちろ んわた しは、 その小屋

に 「ハ リジ ャ ン ・アー シュラム」 と命名 しま した。 わた しは、 ベ ンガル暦1370年(1963

-1964AD .)に 、 この場所 に、現在の この建物 を新 築す るまで、約18年 間そ こに住 み ま

した。今 、 ラム ・ババ(パ ゴール ・ラム ・ダシュの こと)が 住 んで いる ところは、 かつ

て わた しの場所 だったの です 。

9「 神 の 子 た ちの ア ー シ ュ ラム 」 の意 。 イ ン ド独 立 の 父 マハ トマ ・ガ ンデ ィー は、 不 可 触 民 の こ と を、

「ハ リジ ャ ン」(神 の子)と よん だ。

10カ ン ガー ル ・ゴ ス ワ ミ師の こ とで 、 「狂 人 カ ン ガー ル師 」 の 意。 ベ ンガ ルで は 、狂 人 の よ う な宗 教

的態 度 の 人 は 、 よ り神 に近 づ い た 人 とみ な され、 「狂 人 」 を 意 味 す る 「キ ャパ 」 や 「パ ゴ ー ル」 と

い う語 は、 たい へ ん敬 意 の こ もっ た語 な の で あ る。

11別 名 「ベ ンガ ル ボ ダ イ ジ ュ」。 イ ン ド原 産 の ク ワ科 の 常 緑 樹 。樹 高 は30メ ー トル に 達 し、 樹 幹 はふ

と く生 長力 が つ よい。 枝 か ら多 数 の 柱状 気 根 をお ろ して横 に広 が り、 一株 で森 の よ うに な る。
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1-4.バ ウルの歌 とサ ドゥナ

ジ ョイデ ブ ・ケ ン ドゥー リに移住 してか ら も、 わた しは 「神 の御名」 をひろめる仕 事

をつづ け ま した。 シュデ ィール ・ババ 、 ラム ・ババ 、 シ ョンブ ・ババ(シ ョンブ ・ダ シュ ・

バ ウルの こと)た ちが、 あいついで わた しの活動 に加わ りました。 しか し、 わた しの活

動 は中途半端で、何 とな く物足 りなさを感 じてい ました。

「マ ドゥコ リ」 の生活 をする こ とは、 た しか にバ ウル の本分 と して不 可欠の部分 です。

しか し、「バ ウルの道 」の究極 の 目的地 に到 達す るた め には、 「サ ドゥナ」(成 就法)と

呼 ばれる宗教儀礼 を実践 しなけれ ばな りませ ん。 このサ ドゥナの実践 もまた、バ ウルの

本分 として不可欠 の部分 です。 このふ たつ は、分 離す るこ とので きない、表裏一体 の も

の だ と思 い ます。 「バ ウルの 道」 を歩 む とい うこ とは、 このふ たつ の本 分 をはたす こと

です。 ビジ ョイ ・ク リシュナ ・ゴス ワ ミ師か ら学 んだ ヨーガは、 わた しの 「サ ドゥナの

実践」 にたいへ ん貢 献 しま した。 しか し、師が教 えて くれ たの は、主 として 「マ ドゥコ

リの生活 」です。

わた しにバ ウルの歌や宗教 を教 えた人、つ ま りわた しの もうひと りの 「シッカ・グル」

は、 ナラヤ ン ・ダ シュ ・バ ウルです。 わた しは彼 の ことを、 いつ も 「ジ ャマ イ ・ダ(婿
12

殿)」 と呼んでいました。なぜ なら、彼はプル リア県のサラシ ・ババの弟子だったか ら

です。プルリア出身のわた しにとって、プルリア出身でない彼は、「婿殿」のようにお

もえたからです。彼 とわたしはほぼ同年齢で した。あるいは、わたしのほうがい くらか

年長だったか もしれません。いずれにせ よ、わたしたちはほんとうに親しかった。この

ような親密な関係だったからこそ、わたしはバウルの歌や宗教 を学べたのだ と思います。

バウルの宗教は、バウルの歌に表現 されています。 しかし、バウルの宗教や儀礼 には

秘密の事が らがおおいので、その秘密 をうたいこんだバウルの歌には、しば しば 「意図

的な語句や表現」(サ ンダー ・バーシャ)が 使用 されます。このためバウルの歌は、部

外者にとっては難解で、いくつもの解釈が可能だった り、あるいは意味不明のことがお

おいのです。バウルの歌には、隠された 「真の意味」があるのです。

「ジャマイ ・ダ」はバウルの歌をほんとうによく知っていました。 しかし、わたしが

歌詞の 「真の意味」 を質問しても、質問に直接こたえないのが常で した。彼の応答の仕

方は、わた しの質問に関連する別のバウルの歌を1曲 うたい、ヒン トを与えるという方

法でした。後 日、彼か ら学んだバウルの歌の 「真の意味」 を確かめる と、彼はいつ も、

「そのとお り、正解だ」 といって、また別の歌を教えて くれるのでした。 このようにして、

わた しはた くさんのバ ウルの歌 を学びました。バウルの歌は、部内者にとっては 「なぞ

12「 ジャマイ」は、ベ ンガル語の親族名称で 「娘の夫」。「ダ」は、ベンガル語の接尾辞のひとつで、

親しい男性の固有名詞や親族名称につけて、「呼称」をつ くる。
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解 き」 をする ようなお も しろさがあ ります 。わ た しは、す っか りバ ウルの歌 に魅了 され

て しまったのです。

人 はバ ウルの歌 を うた うだけではバ ウル になれませ ん。大事 な ことは、バ ウルの歌 を

通 じてバ ウルの宗教 や儀 礼 を学 ぶ こ とです。 そ して、学 んだ こ とを実践す るこ とです。

わた しはバ ウルの歌 を通 じて学 んだバ ウルのサ ドゥナ(成 就法)を 、 あの泥壁 の小屋 で

ひそ かに実行 しは じめた のです。

ジ ョイデブ ・メ ラは、バ ウル にとって もっと も重 要 な祭 です。毎年 メ ラの時期 にな る

と、各地 の偉大 なバ ウルが ジ ョイデ ブ・ケ ン ドゥー リ村へ や って きました。 ニ タイ ・キ ャ

パ、 ノボニ ・キャパ 、 トリボ ンガ ・キ ャパ、 ディナボ ン ドゥ ・ダシュな どの有名 なバ ウ

ルです。 ノボニ ・キ ャパ の息子 の プール ノ(プ ールノ ・チ ャン ドラ ・ダシ ュの こ と)は 、

まだ変声 前の子 どもで した。 ニ タイ ・キ ャパ の弟子 の シ ョナ トン(シ ョナ トン・ダシュ ・

バ ウルの こと)は 、 まだ青年 だった。彼 らはわ た しのアー シュ ラムで、昼 も夜 も関係 な

く、そ れ こそ一 日中バ ウルの歌 をうた った もの です 。彼 らは、音 楽的 な技 量やバ ウルの

歌 の知識 を、たが いに競い あってい る ようで した。

ミーラ ・モハ ンテ ィとい う名 のバ ウ リニがい ま した。彼女 は、メ ラの時期 をはさんで、

わた しのアー シュラム に数週 間滞在す るのが常 で した。彼女 は、偉 大 なバ ウルが うた う

歌 を、 かるい手拍子 をうちなが ら、静か に聞い ているのが常 で した。 しか し、彼女 は と

きどき、 バ ウルの歌 を数 曲、立 て続 けに うた った もので した。彼 女の うた う歌 は どれ も

難解 で した。 「意 図的 な語 句や 表現」 があ ち こちに含 まれてい たのです 。あ のプー ルノ

の父で さえ、 と きには彼 女が うたった歌 の 「真 の意 味」 をつ かみかね てい ました。 しか

し、 わた しにはすべ て理解 で きま した。 「ジ ャマ イ ・ダ」 がそ の ような歌 をた くさん教

えて くれていたか らです。

1-5.グ ルと弟子

わたしが何人の弟子 をもつのか、正確な数字はわたしにもわか りません。おそ らく千

人以上でしょう。 しかし、わたしの弟子の大部分は家庭をもった世俗の人びとです。わ

たしの 「ハ リジャン ・アーシュラム」の名がしめす ように、彼 らの大半は社会の底辺に

おとしめられている人たちです。

わたしにはバウルの弟子はす くないのですが、それでもこの地域 に住むバウル全員が、

直接 あるいは間接的にわた しの弟子だ といえるでしょう。バ ウルのなかでも、シュディー

ル ・ババ、ションブ ・ババ、ラム ・ババの3人 は、わた しの40年 来の弟子です。 しかし、

バ ウルの弟子といってもピンからキリまでいろいろです。バウルが自分の「エクターラ」

を調律するように、わた しは弟子に指示を与えて、彼が 「バウルの道」の本分をはたせ

るように指導 します。 しか し残念なが ら、わた しの教 えることが理解できない者 もいま
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す。彼 らはバウルの歌の背後にある 「真の意味」を理解 しないで、まるで 「九官鳥」の

ようにバ ウルの歌 をうたっている。 もっとも、バウルの歌を九官鳥のようにうたうだけ

の 「ガエク・バ ウル」(歌 手バウル)は 、昔にもずいぶんいました。彼 らは 「バウルの道」

の一歩か二歩で とまってしまったのです。「バウルの道」 を追求 し、バ ウルのサ ドゥナ

を実践する 「サ ドック ・バウル」になるには、それな りの感受性が必要だということで

す。

「バウルの道」を追求するには、グルの 「指導」 と弟子の 「努力」が必要です。グル

と弟子 との関係は、全面的に信頼 しあった人間と人間とのぶつか りあいです。グルも弟

子も、たがいに自分をさらけださなければなりません。隠しだてをした り、恥ずか しがっ

た りするのは禁物です。

わたしのシッカ ・グルが、みんなわたしとほぼ同年齢だったことは幸運でした。わた

しは彼 らと、たいへん親密 な関係 をきず くことができました。 とくに 「ジャマイ ・ダ」

とはそのような関係で した。わた しはサ ドゥナに関することを質問するのに、何のため

らいも感 じませんでした。 しか しわたしは、今やすっか り老人になってしまった。わた

しは若いバ ウルに対 して 「世代の差」 を感 じてしまいます。「逆 もまた真 なり」だと思

います。彼 らはわたしに質問したい と思っていても、わたしの前ではためらってしまう

ので しょう。

わたしには 「孫」がひとりいます。血のつなが りという点からいえば、彼はわたしの

孫ではあ りません。彼 は 「わたしの弟子の息子」です。 しかし、グルと弟子との関係は、

父と息子 との関係 と同 じというわれわれの認識では、彼はわたしの孫です。だか ら彼は、

わたしのことを 「じいちゃん」と呼びかけるのです。

わたしの 「孫」は、健康で利発な子でした。その孫がす くす く成長 して、みごとなバ

ウルにな りました。 ゴール・ポリ・ダシュ(GourHariDas)と いいます。彼は、「本物の」

バウルになるように子 どものころか ら訓練されたので、「並の」バウルでは、 とても彼

には太刀打ちで きません。わたしも、彼がもの心つ くころから知っていることは何でも

教えました。彼はまだ30代 前半の若いバ ウルですが、彼こそわたしの後継者にふさわし

い。わたしは、わたしに存在 した責務のすべてを、今では彼にゆだねています。 もしご

希望なら彼 を紹介 しましょう。わた しが使者を送れば、彼はここにやってきます。そし

て、バウルの宗教や儀礼のすべてを教えることができるで しょう。

2.詩 人 バウル

2-0.は じめ に

「振 り子行者」 が語 ったよ うに、彼 の40年 来 の弟子 に3人 のバ ウルがい る。す なわち、

シュデ ィール ・ダシュ ・バ ウル、 シ ョンブ ・ダシュ ・バ ウル、 そ してパ ゴー ル ・ラム ・
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ダ シ ュである。 この3人 には、い くつか の共通点が み とめ られる。そ れ らは、(1)彼 らが、

社 会階層 の下層、 あるい は最下 層の カース ト出 身であ るこ と、(2)子 ど もの ころに父 親 と

死 別 している こ と、(3)父 親 の死 後、 きび しい貧 困生 活 を経験 した こと、(4)10代 の ときに

振 り子行者 の活動 に参 加 したこ と、そ して(5)振 り子 行者が彼 らの人生 に決定的 な影響 を

与 えたこ と、 な どであ る。 ここでは、 この3人 のバ ウルの なかか ら、 ジ ョイデ ブ ・ケ ン

ドゥー リ村 のパ ゴール ・ラム ・ダシュに登場 して もらって、彼 の話 を聞 くことに しよう。

パ ゴー ル ・ラム ・ダシュ(PagolRamDas)は 、 「詩 人バ ウル」 であ る。 彼 は、1931

年 生 まれ の、一 見 もの静 か なバ ウルで あ る。 しか し、 自作 の歌 を うた う ときの彼 には、

巨大 なバ ニヤ ン樹 の ような力 強 さが感 じられ る。胸 に秘 め る情熱 を歌 に託 して表現 して

い るの であろ うか。

2-1.第 一 歩

わ た しはバル ドマ ン県のバ ルバ リシャ村 で生 まれ ました。 わた しは 「バ ウリ ・カース
ユヨ

ト」出身です。父は日雇いの農業労働者でした。 しかし、父は病気でずっと寝た きりで

した。

わたしは子どものころか ら音楽がたいへん好 きでした。わた しはすでに自分の楽器「グ

ブグビ」をもっていました。わたしは音楽好 きのあつまりに参加 し、そこで歌をうたっ
14

た り、踊 りをお どった りしたもので した。隣村 の 「カナイ ・パブ」が リーダーで した。

ある日、カナイ ・パブがわた しを迎えに家まできました。わたしは病床の父に、「カ

ナイ・パブが迎えにきてくれた。ぼくは歌をうたいに行 きたい。彼 と一緒に行 きたい」と、

許可をもとめました。そのとき、父はしば らくわたしの顔 を見つめ、「おまえは、将来、

歌 をうたわねば食べてゆけないだろうな」 と、いいました。わたしはまだ子どもでした。

わた しには父のことばが理解できませんでした。数日後、わたしは帰宅 しました。 しか

し、わたしは父の顔 を再び見ることができませんでした。父はわた しが11歳 のときに亡

くなりました。

父の死後、わたしの家はます ます貧 しくな りました。ある日、兄がわたしにいいまし

た。「もしおれがおまえのように歌を習っていた ら、おれは歌をうたって稼 ぐことがで

きるのに。おまえは歌 をうたい、それで食べてゆけるではないか。おお くの人がこの村

にやってきて、歌をうたいなが ら米やお金 をもらっているではないか。おまえは何をた

めらっているのだ」。

兄のことばは刺激的で した。 さっそ く 「ジ ョラ」(肩 にさげる布袋)を 自分 で作 り、

13バ ウ リ ・カ ース ト(Bauris)は 、 西 部 ベ ンガ ルで 、 輿(こ し)か つ ぎ、 農 業 労働 、 土 工 な どを生 業

と した カ ー ス ト。バ ウ リ ・カ ー ス トの社 会 的地 位 は非 常 に低 い。

14「 パ ブ 」 は、 ベ ンガ ル語 の接 尾 辞 の ひ とつ で、 年 長 の男 性 の 固有 名 詞 に つ け て尊 称 をつ くる。
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翌 日には愛用の グブ グビを もって 出か け ました。 それが わた しのマ ドゥコリの 「第一歩」

で した。人 び とは、 「す ば らしい道 を歩み は じめたの です よ。 つ ら くて も、 け っ して こ

の道 を放 棄 して はいけ ませ ん よ」 と、励 まして くれ ま した。 しか し、 マ ドゥコリをす る

ことは どう して も恥 ずか しく、長つづ きしませ んで した。

2-2.結 婚

父の死後まもなく、わたしは結婚 しました。妻 もバウリ ・カース ト出身でした。わた

したちの結婚は、双方の親族同士の取 り決めによるものでした。結婚式は伝統にしたがっ

て行われました。

さて、わた したちは結婚 しましたが、 まだ幼い少年と少女でした。 しかし、わたしは

食べるために働かねばなりませんで した。わたしは、かつて父が していたように、農業

労働をして生活費を稼 ぎました。 日の出から日没 まで、ただ命 じられるまま、家畜のよ

うに働 きました。夜 になって数曲の歌をうたうのが、わたしの唯一の楽 しみで した。

2-3.振 り子行者

ある日、わたしは 「振 り子行者」と出会いました。彼は仲間と一緒にわたしの村にやっ

て来たのです。彼 らは 「神の御名」を唱えてマ ドゥコリをしていました。また、彼 らは

村の一角でバウルの歌もうたっていました。わたしは愛用のグブグビをかえて家をとび

だ しました。

このとき、振 り子行者はわたしに、バ ウルの歌を一曲教えて くれました。彼は、まず

その歌詞のすべてをゆっくりと語 り、そのあ と歌詞の一節一節 をゆっくりとくりかえし

ました。わた しは一節一節、彼のあ とについて復唱しました。そ して、わた しが歌詞を

おぼえると、彼はわた しにその歌をうたわせました。わたしがうたっているあいだ、彼

は手拍子 をとり、 まちがうと訂正 してくれました。彼がバウルの歌をたいへんよく知っ

ているということに、す ぐに気がつ きました。わたしは、カース トの存在その ものを否

定するバ ウルの歌がすっか り気 にい り、振 り子行者にもっと歌 を教わりたいと思いまし

た。

振 り子行者は、その後わたしに入門を許し、バウルの歌だけでなく、 ヨーガの坐法や

呼吸法 も教 えてくれました。そして、わたしがバウルの歌を通 じてバウルのサ ドゥナに

興味をもつようになったころ、わた しは全面的に 「バウルの道」を追求したい と思いま

した。わた しは振 り子行者に、世捨て人の身分への入門式である 「ベ ック」を要請 した

のです。 しかし、彼は、「現時点では、ベ ックをわた しに求めないほうが よい。おまえ

はそれを、もうすこしあとでわたしのグルから受けたほうがよい。結婚 している者にとっ

て、この道を追求するのは容易なことではない。おまえには、ベ ックを受ける前に、ま
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だ 学 ばねばな らない ことが ある」 と、 わた しの要請 を断 りま した。そ のあ とす ぐに、わ

た しは振 り子行者 の一団 に加 わったの です 。そ の とき、わ た しは16歳 か17歳 で した。

2-4.作 詞活動

わたしは子 どものころ学校に行けませんでした。家がたいへん貧 しかったからです。

しか しカナイ ・パブが、小学校1年 生用の教科書を与えて くれました。彼がわたしに文

字を教えて くれたのです。彼のおかげで読み書 きができるようになったのです。

振 り子行者の一団に加わって間もなく、わたしはバウルの歌の小さな歌集を入手 しま

した。むつか しい単語 はカナイ ・パブに説明 してもらいました。わたしはその歌集を何

度も読みました。 また、その歌集のすべての単語のつづ りを何度も地面に書いて勉強し

ました。今でもその歌集の最初から最後まで暗唱することがで きます。また、歌をうたっ

ているバウルに出会 うと、わたしは彼のうたう歌をじっと聞いておぼえ、あとでうたっ

てみました。今ではなかなかそんなことはできませんが、その当時は記憶力がよかった

ので しょうね。

このように して、バ ウルの歌 を勉強 しながら、わたし自身が作詞をするようになりま

した。数えたことはあ りませんが、今までに千曲以上は作ったと思います。

2-5.息 子と娘の死

わたしが17歳 の ときに、わたしたちに息子が生まれました。 しか し、息子は1年 もた

たないうちに死 にました。その後、わた しが19歳 のときに娘が生 まれました。 しか し、

その娘 も8歳 で死にました。

振 り子行者の一団に参加 してから、わたしはしばしば家を留守 にすることがあ りまし

た。息子が死んだ とき、近所の人たちがわた しにいいました。「おまえさん、今のわる

い習慣 をやめなきゃいけないよ。父親が しょっちゅう家 をあけるか ら息子が死んだん

だ」。息子はた しかに死にました。 しかし、息子の死 とわたしの頻繁な外出 とは無関係

です。近所の人たちはそれをこじつけて、わた しの追求 しはじめた道を妨害しているの

だ、と思いました。

まわりの人はみんな、わたしの娘をかわいがってくれました。娘は生まれつき虚弱な

子で した。娘は長生 きできないと、ずっと感 じていました。息子 についで娘の死 も見届

けるのは、親としてつらいことです。わたしは娘の臨終には立ち会いたくなかった。神

はわたしの願いをかなえて くださいました。娘が死んだとき、神 はわたしを娘か ら追い

払いました。わたしは娘が死ぬ前に外出しました。そして、わたしが留守 をして12日 目

に、娘は死にました。娘がイラム ・バジャール病院で死んだその瞬間に、神はわたしに

娘の死をお告げになりました。わた しはそのとき、娘の臨終のその瞬間に、歌を一曲作
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りました。

わたしの家はオジ ョイ川の堤防のす ぐそばにあ りました。わた しが帰宅した とき、義

理の母や妹たち、それにほかの親戚の人たちは、家の前の道端 に座っていました。彼 ら

はわたしの姿を見ると泣 きはじめました。わたしの娘の名はカルパナといいます。彼 ら

はすす り泣きなが ら、「カルパナちゃんが死んだのよ」 と、いいました。「そう、それが

どうした。……それでなにか不都合があるのか。……泣 くな1」 と、心にもないことを

いってしまいました。そ してわた しは、笑いなが ら家に帰ったのです。

その時期は渇水期で、オジ ョイ川の水量はそれほどおお くあ りませんでした。わたし

は河原に腰 をおろし、娘の死の瞬間に作曲した歌をうたいました。悲 しみを忘れるため

にその歌 をうたいました。川岸か らわたしを見守っていた人たちは、涙 をなが して泣い

ていました。彼 らを見て、わたしもまた泣 きだしました。生 きることもままならなかっ

た娘の運命が、ふびんでならなかったのです。河原にひとりで座 っているあいだに、娘

の記憶が、次か ら次へ とわたしの脳裏にうかびました。

振 り子行者は、以前、わたしの娘に新 しい ドレスを買ってくれました。何年かたって、
ユら

その ドレスは古 くなっていました。それは 「マカール祭」の前 日のでき事で した。娘は

その辺を、あちらこちらと歩 き回っていました。彼女はその ドレスを着ていました。し

か し、その ドレスはまだ彼女 にぴった りしていました。なぜなら、娘 は生育がおそ く、

なかなかおおきくならなかったからです。それは夕方5時 ごろでした。遊びつかれた娘

は、わたしのところにやってきました。わた しはベッドに横たわっていました。彼女は

わた しのうしろに来て、わたしをのぞ きこんでたずねました。

「父さん」。

「なあに」。

彼女は同年齢の少女にくらべてたいへん小柄だった。

「どうして、横になっているの。おなかがすいたの」。

「いいや。おなかはすいてないよ。今 日は1年 でいちばん夜のながい日だ。夜があけ

ると、明日はおおきなお祭 りだ。 しか し、おまえには新 しい ドレスがないからね」。

彼女はわずかにうなず きました。そして、す ぐに大声で さけびました。

「父 さん1起 きて1起 きてよ、父さん1わ たしの ドレスのことなど、ちっとも心配し

なくていいのよ」。

ヒララル ・オディカリという名の 「クラ ・グル」がいました。彼のクラ ・グルという

身分は世襲で、彼の家は何代 も前か ら、わた したち一家の 「宗教的ガイ ド」で した。娘

15「 マ カー ル」(梵makara)は 、 ヒ ン ド ゥー 教 や仏 教 の 教 典 に 出て くる 空想 上 の 巨魚 で、 ヒ ン ドゥー

天文 学 で は十 二 宮 の ひ とつ と して 「磨 か つ宮 」 と名 づ け られ て い る。 「マ カー ル 祭 」 は 、冬 至 の 日

にお こな わ れ る。
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が死んでまもなく、わた しはチ ョイ トンノ ・マハプラブの生誕地(ナ ディア県のナヴァ

ドヴィップ)へ の巡礼 を計画 しました。そのとき母は、「もしこの時期に、息子がナヴァ

ドヴィップに出かけたら、いったい何がおこるだろう。息子は出家をして二度と帰って

こない。嫁は一生ほうっておかれる」 と、嘆きました。

そのす ぐあと、クラ ・グルがわた しをよびつけました。そして、「おまえは今まであ

ちこち出かけ、 しょっちゅう家 をあけていたではないか。今、ナヴァドヴィップへ行 く

ことは許さない。家で謹慎 していなさい」と、命令 しました。そういう事情で、わたし

は髪をそ りお とし、 自宅で謹慎 していました。 しかし、これはわた しにもっと苦痛を与

えました。

わたしは、これから何 をすべ きか と考えていました。わたしたちはこの世に生まれお

ち、つかの間の人生 をお くっています。 ときには、ひとりの 「バウリ」 としてカース ト

の義務をはたすことの不条理さに抗議を表明し、 しかし、すべてをわすれようと努力し

なが ら、わた しは依然 としてわたしに割 り当て られた 「バウリ」という地位 と身分にと

どまっていました。

クラ ・グルは、以前、ある物語をわたしに語 りました。「バウリは、最初はごく普通

の地位に位置づけられていた。 しか し、彼 らは神々の宴会の食べ物 を盗 もうとしたので、

バ ウリの地位は最低にまで降格 した」。

また、 クラ ・グルは別の物語 も語 りました。「バウリは、婚礼行列の輿(こ し)か つ

ぎに雇われた。 しか し帰 り道、彼 らはその輿 を売 りとば し、その金で酒をのんで しまっ

た。さらに彼 らは、神聖なものを汚 したと非難するバ ラモ ンに、集団で暴行をくわえて

しまった。 これが、それ以後バウリを社会の最下層カース トのひとつに位置づける根拠

となった」。

しか し、 この不名誉なことをしでか した者たちの 「物語」の責任 を、わたしがとらね

ばならないので しょうか。ただ、わた しが 「バウリ」に生まれたという理由だけで、わ

たしに責任があるのでしょうか。

人は、それが何 であれ、 自分の 「生まれ」(カ ース ト)を 拒否できないといわれてい

ます。そして、 自分に割 り当て られた 「カース トの義務」(ダ ルマ)を はたすのが最善

だといわれています。振 り子行者はこれを否定 しませんで した。しか し、昔、彼はわた
ユ　

しにいい ま した。 「ムチ ・カース トの人 も、清 浄 にな る権 利が あ る。 そ して、 た とえム

チで も、心 か らク リシュナを崇 拝すれ ば、人 はク リシュナ になれ る」。

わ た しは、振 り子行 者の教 えに したが う人た ちは、だれ も他 人の カース トに興味 を も

16「 ムチ ・カ ース ト」(Muchis)は 、 ベ ンガ ル にお け る、 革 屋 、靴 屋 、 楽 器屋 な どの 職 業 を生 業 とす

る カー ス ト。 ム チ ・カー ス トの社 会 的 地 位 は、 社 会 階層 の最 下 層 の なか で も、別 格 の 「ボ トム」 と

位 置 づ け られ て い る。
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た な い、 とい うこ とを知 りま した。振 り子 行者 のアー シュラムの名前 が、「ハ リジャ ン・

アーシ ュラム」 だ とい うことに も納得 しま した。 わた しは、「バ ウルの道」 を、 さ らに

ふか く追求すべ きだ と思 い ました。 わた しは振 り子行者 に、わた しの これか らの人生 に

つ いて相 談 しま した。そ して、ふ たたびマ ドゥコリの生活 をは じめたのです。 その とき、

わた しは27歳 で した。

2-6.グ ル の道

娘 の死 後、 わた しは妻 とともに、正式 に世捨 て人の生活様 式 を採用 しました。 わた し

は振 り子行者 に、世 捨 て人の身分へ の通 過儀礼 であ る 「ベ ック」 を要 請 しま した。わた

しが10年 ほ ど前 にそれ を要 請 した とき、振 り子行 者 は、 まだその時期 では ない と断 りま

した。 しか し今 回は、「今 こそ、お まえ はベ ックを受 ける こ とがで きる。 わた しのグル

の アーシュ ラムに、お まえを案内 しよう」 といって、わ た しの願 いをかな えて くれ ま し

た。

こ うして、 わ た しは妻 と一緒 に、 ビジ ョイ ・クリシ ュナ ・ゴスワ ミ師か ら 「ベ ック」

を受 けたのです。 わた したちは師か ら、そ れぞれ新 しい 「ビッカパ トラ」(こ つ じきの鉢)

を受 け取 りま した。わ た しはそれ に加 えて新 しい 「ドリ ・コウピ ン」(ふ ん ど し)を 受

け取 りま した。 わた したちは、心か らよろ こびを感 じ、神 に祈 りました。 「神 よ!ど うか、

これ以後 は、子 どもを授 けないで くだ さい」。

こ うして、俗 人 「ラゾモイ ・バ ウ リ」 は 「パ ゴール ・ラム ・ダシュ」 に、 わた しの妻

は 「ラニ ・バ ラ ・ダシ」 に と、そ れぞれ改名 しました。彼女 はそ れ以 後、寡婦 の ように

「白い衣服」を身につ ける ようにな りました。そ して既婚婦 人の髪 のわ け 目の「シ ン ドゥー

ル」(朱 印)を ぬ ぐい さ り、腕輪 な どの装 身具 もはず しま した。 おお くの村 人が、 「あれ、

まあ、なんて こったね。 白い衣服 で、頭 にシ ン ドゥー ル もない。 きっ と夫 に不幸 がお と

ず れ る よ」 とい って、 彼 女 を非難 しま した。 わ た しは、「もしそれ が不 吉 とい うな ら、

災難が 身に降 りかか るの はこのわた しで し ょう。 それ な ら、 それが本 当か どうか、 わた

しが確 かめてみ ま しょう」 と、反論 しました。

いず れにせ よ、わた した ちは一緒 に生活 してい ま したが、「ベ ック」 を受けた時点 か ら、

わ た したちの夫婦 関係 を精算 してい ます 。わ た したちの 関係 は、 ひ とりの 「バ ウル」 と、

ひ と りの 「バ ウ リニ」が、 一緒 に生活 してい るだけです。 それ は、「夫」 と 「妻」 とい

う 「夫婦 関係 」 では な く、「ナエ ック」 と 「ナ イカー」 とい う 「恋人 同士 の関係」 です。

恋 人同士 の 関係 であ るわ た したち には、 もはや子孫 をの こす 必要 が あ りませ ん。 いや、

む しろ、子孫 をの こ してはい けないのです。

この こ とは、村 人 たちにはおそ らく理解 で きないの で しょう。 わた した ちは村 を去 る

べ きだ と思 い ました。 さ もな けれ ば、わた したちの宗教 が ひどい 目にあ う、 と思い ま し
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た。こうして、わたしたちはジ ョイデブ ・ケン ドゥーリ村の、かつて振 り子行者が住ん

でいた小屋に移住 したのです。

おお くの人がわたしのことを、「ラゾモイは、 ヴェーダの法(ヴ エデ ィカ ・ダルマ)

を逸脱 して、世捨て人の土地(ボ イラッギャ ・パラ)に 行ってしまった」 と、いいます。

ヴェーダの法が教えることは、人生の 目的は社会生活における義務(ダ ルマ)を 遵守 し、

結婚 して家庭生活を営むことだ、とい うことです。

それではいったい、何が 「義務」なのでしょう。わた しの場合、バウリ ・カース トに

生まれましたので、わたしの義務は 「他者の土地を耕すこと」でした。そして、結婚 し

てからは、わた しの義務 は 「子孫 をのこす こと」でした。わたしは両方 とも実践 しまし

た。 しかし、両方 ともわた しに 「苦痛」を与 えました。

今、わたしが歩んでいる 「バウルの道」では、まずカース トの義務を放棄し、そして、

神 との合一を達成 し神 を実感することを、究極 目標 と考えます。ここでは、わた しの義

務 は 「神を賛美 し、神を知ること」です。この義務を果たすことは、苦痛ではなく、「よ

ろこび」です。

わたしたちは、今ではふたりきりです。アーシュラムに食べ物がなくなれば、わたし

たちの どちらかが近隣の村に出かけ、マ ドゥコリをします。わたしたちには、日々の生

活をいとなむのにそれで十分です。わたしたちは富をもたない 「こじき」です。わたし

たちの唯一の財産はこの肉体です。 しか し、この肉体には神が住んでおられる。それ以

上に何が必要ですか。

若いころ、わたしはさまざまな 「ファンクション」に積極的に参加 したものです。ファ

ンクションというのは、宗教的祝典や社会的行事に際して開催 される音楽会のことです。

今でもさまざまなファンクションが、あちこちの村で開催されています。 しか し、わた

しはもはや、その ようなファンクションに参加 したいとも思いません。

マ ドゥコリをするときに、わたしはバ ウルの歌をうたい ません。門口で 「神の御名」

を唱えるだけです。わた しがバウルの歌 をうたうのは、今 日ではこのわたしのアーシュ

ラムだけです。わたしは自分のために、あるいは弟子のために、バウルの歌をうたうの

です。

バウルの歌 をうたうだけで、人はバウルになれません。バ ウルというのは、「バウル

の道」を歩む人の ことです。バ ウルの道の究極の目標 まで到達 したいと思 う人は、結局

は自己鍛練に努力 して、バ ウルの 「サ ドゥナ」(成 就法)を 実践 しなければな りません。

そのためには、グルの 「導 き」が必要です。バウルの道は 「グルの道」です。
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3.元 バ ラモ ン

3-0.は じめ に

ラムプールハ ー トは、 ビルブム県北部 の商業 と行 政の 中心 地で ある。 ここは交通 の要

所で ある。 ラムプールハ ー ト駅は、長距 離列車 の特 急停車駅 であ り、 ロー カル列車 の始

発 ・終 着駅 であ る。 また この駅 は、100年 以 上 も前 か ら、蒸 気機機 関車 の燃料 や水 の補

給機基地 であ り、 イ ン ド国営東 部基地 の重 要 な保 守 ・点検基地 なの である。

ラムプールハ ー ト駅の裏手 に、ス リフ ァー ラ とい う村が ある。 この村 には7人 のバ ウ

ルが住 んでい る。彼 らは、 ふだん はそ れぞれが マ ドゥコ リの生 活 を してい るの であるが、

とき どき音楽チ ーム を編成 しバ ウル の歌 を音楽会 で演奏す る。 音楽チ ームの リーダーは、

ニ タイ ・ダシュ ・バ ウルで ある。ニ タイは、 この地域 で は有名 な 「ガエ ク ・バ ウル」(歌

手バ ウル)で ある。彼 の魅力 的な歌 だけで な く、 すて きな笑顔 と温厚 な人柄 にひかれ る

フ ァンもおお い。 そのニ タイが、伴奏者 こみで音楽 会 に招待 され た場合 に、音楽 チーム

が誕生 するので ある。

1952年 生 まれ のアル ン ・ゴス ワ ミ ・バ ウル(ArunGoswamiBau1)は 、 この音楽 チー

ムの太鼓 奏者で ある。彼 の出身 カー ス トはバ ラモ ンであ る。 以下 は、この 「元 バ ラモ ン」

が 自分 のアー シュ ラム を もつにいた る までの物語 であ る。

3-1.少 年時代

わたしはビルブム県北部のノルハティで生まれました。わたしが2歳 半のときに、妹

が生まれました。 しか し、母は産後の肥立ちがわる く、妹が まだ生後21日 の乳児のとき

に死にました。母の死後、「マシ」(母 の姉妹)が 妹 を育ててくれました。マシが出産後

の授乳期だったことは、妹にとって幸運でした。わた しは母方の祖父母に育てられまし

た。

わたしの父はバ ラモン司祭者で した。母の死後 まもなく、父はランプールハー トに転

出 し、そこで再婚 しました。父はときどき面会に来て くれました。わたしが13歳 のとき、
17

父は入門式の 「ウパナヤナ」 をして くれ、わたしに 「聖紐」 をつけてくれました。

祖父母は熱心なボイシュナブ(ヴ ィシュヌ教徒)で した。祖父母の家では、毎 日朝夕

に、打楽器を打ちながら 「神の御名」を詠唱する 「ナーム ・キールタン」が勤行されて

いました。わた しも祖父母の横にすわってお勤め をしました。また年 に1度 か2度 は、

おおぜいの人に食事 をふるまう 「モホッ トショブ」(宗 教的宴会)も 開催 され ました。

17「 ウパナヤナ」は、ヴェーダ学習の資格を得るための入門式。本来は重要な通過儀礼であったが、

新たな教育制度ではヴェーダ学習が行われないので、結婚式の直前にヴェーダ学習に関する一連の

儀礼が象徴的に行われたり、バラモン身分を象徴する 「聖紐」をつける儀礼としての意味しかもた

ない場合がおおい。
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宴会に招かれるのは、ヴィシュヌ派の行者や在家の信者で した。家の中庭で、何百人も

の招待客が一緒に食事 をする光景は、それは壮観なもので した。さらにモホッ トショブ
18

の日には、数人編成のプロのキールタン歌手が招かれ、「リラー ・キールタン」が演奏

されるのが常で した。

祖父母はわた しを学校 にや りました。わたしは勉強がきらいだったわけではないので

すが、なんとなく学校 になじめず、3年 でやめました。学校をやめたあと、祖父母は音

楽好きのわた しに、両面太鼓の 「コール」 を与えてくれました。わたしはそのコールが

たいそ う気にい り、朝から晩まで練習 しました。コールはす ぐに上達 しました。そうこ

うするうちに、プロのキールタン歌手か ら、コール奏者として伴奏を依頼 されるように

もなりました。

わたしが16歳 か17歳 のとき、祖父母があいついで死 にました。祖父母の死後、わたし

は父と同居することになりました。父はわたしに、バ ラモ ン司祭者としての訓練をはじ

めました。最初は父の指示 どお り、神像に水や花、食物などの供物をささげ礼拝を行 う、

といった簡単なものでした。やがて、寺院や祭の場で詳細な儀軌 にもとついて執行する

礼拝も訓練 されるはずで した。

父の家には、父、継母、腹ちがいの弟 と妹が住んでいました。しか し父の家はせま く、

わた しの居場所がありませんでした。継母は何かにつけてわたしにつ らくあた りました。

わた しも継母のことを嫌っていました。 しかし、わたしの感情 を父に伝えることはでき

ませんでした。わたしはしばしば外出しては、あてもな くラムプールハー トの町をうろ

つ くようにな りました。

ラムプールハー ト駅裏手のスリファーラ村 に、祖父母と懇意だったラグナンダン ・ゴ

スワミ師 とい うヴィシュヌ派の行者がいました。わたしが父の家 に帰 りそびれた とき、

しばしば師のアーシュラムに宿 をもとめました。わたしが 「今晩とめてください」 とお

願いすると、師はいつもわたしを大歓迎 し、アーシュラムに招 き入れてくれました。

わたしが21歳 の とき、父が急死 しました。父の後継者として、腹 ちがいの弟がバラモ

ン司祭者にな りました。父の死後、わたしは父の家に寄 りつかな くなりました。居心地

のよいラグナンダン ・ゴスワミ師のアーシュラムに、いつの間にか住みついて しまった

のです。そしてごく自然に、わたしはコールをたたいて神の御名 を唱え、マ ドゥコリを

して生活するようにな りました。

18ヴ ィ シュ ヌ神 の 化 身 で あ る牧 童 ク リ シ ュナ と牛 飼 い 女 の恋 人 ラー ダ ー との 甘 美 な物 語 は、神 と人 間

との 関係 を暗 示 す る 「神 の 遊技(lily)」 と呼 ばれ 、 リラ ー ・キ ー ル タ ンの 重 要 なモ チ ー フ とな って

い る。
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3-2.バ ッ ダル ・ダ

わた しが22歳 の とき、ふ とした きっか けで 「バ ッダル・ダ」 と友人 にな りま した。 バ ッ

ダル ・ダ シュ ・バ ウルの こ とです。 わた した ちは、なん とな く馬が合 い、いつ も一緒 で

した。彼 と一緒 にマ ドゥコ リに も出か け ました。彼 はバ ウルですが、 門口で はバ ウルの

歌 を うたい ませ んで した。 そ こで は彼 が神 の御名 を唱 え、 わた しが コール をた たいて伴

奏す るのが常で した。

ある 日、それ はサイ ンテ ィア駅近 くの村 で したが、村 び とがバ ッダル ・ダにバ ウルの

歌 を所 望 し、 わた した ちを中庭 まで招 き入 れ ま した。その ことは、べ つに驚 くほ どの こ

とで はあ りませ ん。 その よ うな こ とは今 まで に何 回 もあ ったか らです。 しか し、 わた し

が驚 いたの は、 その村 び とがバ ッダル ・ダに、今 うた ったバ ウルの歌 の 「真の意 味は何

か」 と質問 したこ とです。バ ウルの歌 には、 隠された真の意 味が あるのだ とい うこ とを、

その ときは じめ て知 りま した。わた しは今 まで、バ ウルの歌 をなん とな く聞い ていたの

です。 それ以来、バ ウルの歌 を意識 して聴 くよ うにな りま した。そ してバ ッダル ・ダに

い ろいろな質問 をす るようにな った のです。バ ウルの宗教 や儀礼 につ いて、バ ッダル ・

ダはみずか らすす んで話題 にす るこ とはなか ったのですが、彼 はす こ しずつ語 りは じめ

たの です。

数 ヶ月 が経 過 しま した。バ ッダル ・ダ は、 わ た しを ジ ョイ デブ ・メ ラに誘 い ま した。

わた しはメ ラの独特 の雰 囲気 にす っか り興 奮 して しまい ま した。そ して、メ ラ終 了後 も

興奮が さめず、 さ らに数 日そ こに滞在 しました。バ ッダル ・ダはす でに ラム プールハー

トに戻 ってい ま した。

わた しは 「振 り子行 者」 のアー シュラムで、振 り子行者 の ことを 「じいち ゃん」 と呼

ぶ若 いバ ウル に出会い ま した。彼 はわた しに、「ブ ラーマチ ャルヤ な しには、すべ てが

不可能 であ る」 と力 説 してい ま した。 しか し、 わた しにはその意味が理解 で きませ んで

した。 わた しは以前 に、「ブラーマチ ャルヤ」 とい う語 を父 か ら聞 いたこ とがあ りま した。
19

しか し、その語 に対 す る父 の使 用法 は、彼 の それ とは ちが うように感 じました。彼 はた

いへ ん印象的 な人で したが、 その ときはそれ以上 の関係 にはな りませ んで した。

ジ ョイデ ブ ・メ ラの数 日後 、わた しは ラムプールハー トに戻 りま した。そ して、バ ッ

ダル ・ダに 「ブラーマチ ャルヤ」 とい う語 の意 味につい て質 問 しま した。バ ッダル ・ダ

は、バ ウル はそ の語 を 「性 的エネ ルギーの制御」 と解釈 してい ると、答 え ま した。 そ し

19一 般的な用法では、インドのバラモン教徒が生涯に経過すべきものとして 『マヌ法典』が規定する

4つ の 「アーシュラマ」(住 期)の 、最初の 「学生期」をさす。これによると、バラモン教徒、す

なわちシュードラを除く上位のヴァルナ(バ ラモン、クシャトリヤ、ヴァイシャ)は 、師のもとで

ヴェーダ聖典を学ぶ 「学生期」(ブ ラーマチャルヤ)、結婚して子をもうけるとともに家庭内の祭式

を主宰する 「家住期」、森に隠棲 して修行する 「林棲期」、一定の住所をもたず乞食遊行(こ つじき

ゆぎょう)す る 「遊行期」の4段 階を順次に経るものとされ、各段階に厳格な義務が定められてい

る。
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て、さらに次のようなことを語 りました。

「バ ウルの道の究極 の目的は、人間の肉体 に宿る神 と合一 し、神 を実感することだ。

そのためにはバウルのサ ドゥナを実践 しなければならない。 しかし、そのサ ドゥナを首

尾 よく実践するのはむずか しく、ブラーマチャルヤに成功 した人だけが可能である。だ

からバウルは、デ ィッカを受けて特定のグルに入門し、グルの指導の もとにバウルの宗

教や儀礼を学び、 ヨーガの修行をして自己鍛練 に努力 しているのだ」。

バッダル ・ダか らこのような話 を聞 くのははじめてでした。それはわたしには今まで

無縁 の知識でした。神 と合一 し、神 を実感することを究極の 目的とする 「バ ウルの道」

に感動 しました。わたしはバウルの道を追求 したいと思いました。わた しはバッダル ・

ダに、わた しを指導 して くれる 「グル」(師 匠)を 紹介 してほしいと頼みました。彼は

しばらくわたしを見つめていました。そして、「わかった。 きみのためにりっぱなグル

を探 してみよう」 と、いいました。

数ヶ月が経過 しました。その間、バ ッダル ・ダはわた しの将来のグルについてひと言

も語 りませんで した。

3-3.入 門 式 と最初 の レッスン

25歳 の とき、 わた しは 「デ ィッカ」(入 門式)を 受 けま した。入 門式 はラグナ ンダ ン・

ゴス ワ ミ師の アー シュ ラムでお こなわれ ました。バ ッダル ・ダは、 わた しの グル として

オ ッ ドイ ト ・ゴスワ ミ師 を推薦 して くれ ました。 師は放浪者 の ような生活 をしています。

師 はご 自身の アーシュ ラムを もたず、弟子 か ら弟子へ と巡 回 してい るのです。 このため

に、バ ッダル ・ダは師 と接触 するの に数 ヶ月 もか かったの です 。

入 門式 では、 まず 師 はわた しの耳 に 「デ ィッカ ・マ ン トラ」 を吹 きこみ ました。 この

マ ン トラに よって、わた しは入 門を許可 され、彼 の 「弟子 」(シ ッシ ョ)と な ったのです。

その あ と、師 はさ まざまなマ ン トラを、 次々 とわた しの耳 に吹 きこみ ま した。各 マ ン ト

ラの音節 ご とに、 師のあ とについて復唱 しました。 師は、そ れ らのマ ン トラが生涯 わた

しを守護 する といわれ ま した。

翌 日、師 はわた しの耳 に 「シッカ・マ ン トラ」 を吹 きこみ ま した。 このマ ン トラに よっ

て、彼 はわ た しの 「シッカ ・グル」(宗 教 的 トレーナー)と な りま した。そ してす ぐに、

最初 の レッス ンが は じま りま した。

わた しは、最初 の レ ッス ンで何 を学 んだ のか を、今 で もは っ き りと記憶 してい ます。

まず 師は、「バ ウルの道 」の4つ の宗教 的段 階 につ いて言 及 され ま した。 そ して、 わた

しが彼 に入 門 し宗教 的 トレーニ ングを受 けは じめた ので あ るか ら、 わた しは今 まさ に、

第1段 階か ら第2段 階へ進級 したの だ と説明 され ました。

そ れ らの4つ の段 階 とい うのは、 まず最 初が 「無知の段 階」(ス トゥー ル)、2番 目が
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「準備の段階」(プ ロボル トン)、そ して第3番 目が 「サ ドックの段階」です。このサ ドッ

ク段階にはいって、修習者はサ ドゥナの実践を許可 されます。そ して修習者が、 自分の

肉体に住む 「心の人」(モ ネル・マヌーシュ)と 呼ばれる神 と合一 し、神 を実感 したとき、

最後の 「成就の段階」(シ ッディ)に 達するのです。

最初のレッス ンが終了 したとき、師はわた しの指導に全力 をつ くす と約束されました。

しか し同時に、バウルの道の究極の 目標 に到達するためには、わたしが 「自分の精神 と

肉体の開拓」に努力 しなければならない、と明言 されました。

オッドイ ト・ゴスワミ師の弟子 となって以来、師は年に数回わたしを来訪 し、そのた

びに数 日滞在されるようにな りました。その間に、集中的なレッスンがおこなわれるの

です。師はバウルの歌の背後に隠された意味の説明だけでなく、ヨーガの坐法や呼吸法

なども教えて くれました。

3-4.パ ー トナ ー

最初 の レッス ンか ら2年 ほ ど経過 しました。 オ ッ ドイ ト・ゴスワ ミ師 はわた しに、 「準

備の段 階」か ら 「サ ドックの段 階」へ の進級 を許 可 され ま した。そ して、バ ウルの 「サ

ドゥナ」 を実践す るため に、 わた しには女性 のパ ー トナ ーの 「サ ディカ」が必要 であ る

と、 チ ョンデ ィダ シュの物語 を語 りなが ら示唆 され ま した。 「チ ョンデ ィダシュの物語」
　む

というのは、バラモン階級出身のチ ョンディダシュと洗濯女 ラミーとの愛の物語です。

しばらくして、わた しはラムプールハー トの町で、偶然ひとりの女性 とすれ違いまし

た。彼女 をひと目見るなり、心 にぴんとくる不思議な感 じが しました。わた しに霊感が

働 いたのです。わたしは何度か彼女 と会 う機会 をつ くり、「本物のバウルになりたい」

という、わた しのひそかな夢 を打ち明け、わたしのパー トナーになってほしいと頼みま

した。

オッドイ ト・ゴスワミ師がわた しのところにこられた とき、彼女を師に紹介 しました。

師はわたしたちを祝福 してくれました。そして、わた したちに 「ネックレスとビャクダ

ンのねり粉の贈呈式」(マ ラ ・チ ャンダン)を するようにと提案 されました。

贈呈式は即座におこなわれました。それには、 きめ られた手順があるわけではあ りま
　ユ

せ ん。 わた しは、トゥル シーの茎製 のわた しの 「ネ ック レス」(マ ラ)を 彼 女の首 にかけ、

彼女 は彼 女の もの をわた しの首 にか け ました。 わた しは、 「ビャク ダンの ね り粉 」(チ ャ

20チ ョンデ ィダ シ ュ(Candidas)は 、15世 紀 初 期 の 詩 人で 、 ベ ンガ ルの バ ク テ ィ(信 愛)文 学 の先 駆

け とな っ た。 チ ョ ンデ ィ ダ シ ュが 崇 拝 す る 女神 のバ ス リ は、 「ラ ミー は、 だれ ひ と り と して教 え る

こ との で きない 真 理 を お前 に教 え 、神 で さえ も導 か ない よう な無 上 の喜 び にお 前 を導 くだ ろ う」 と

告 げて 、洗 濯 女 ラ ミー に対 す る彼 の愛 に忠実 で あ る よう に諭 した、 とい わ れ てい る[Sen1986:115
-135] 0

21ト ゥル シー は、 ヴ ィシ ュ ヌ派 の 人 び とが 聖 草 と し、 崇 拝 の対 象 とす る 多年 草 。 シ ソ科 の メ ボ ウ キの
一 種 の カ ミメボ ウキ で、 よ く枝 わか れ し、茎 の 基 部 は 木質 化 す る。
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ン ダ ン)で 彼 女の額 に印 をつ け、彼女が 同 じこ とをわた しに しました。 それで終了 です。

そ のあ と、 わ た した ちは一緒 に食 事 を しま した。 参加 者 は、 オ ッ ドイ ト ・ゴス ワ ミ師、

ラグナ ンダ ン ・ゴス ワミ師、バ ッダル ・ダ、そ して何 人かの友 人た ちで した。わ た した

ち は彼 らにか こまれて幸福 なカ ップルで した。彼女 はわた しの住 む ラグナ ンダン ・ゴス

ワ ミ師 のアー シュラム に、そ の 日の うちに移 住 して きました。

わた したちは 同居す るようになったの ですが、 それは、 わた した ちが結 婚 した とい う

意味で はあ りませ ん。 わた したちの関係 は、「夫 と妻」ではな く、たが いに尊敬 しあ う 「サ

ドック とサデ ィカ」 であ り、恋 人同士の 「ナエ ック とナ イカー」 なの です 。わた したち

の 目的 は、 子孫 をつ くることではな く、サ ドゥナの実践 を通 じて、神 を実 感す るこ とな

のです。

数 日 もたたない うち に、 ラグナ ンダ ン ・ゴス ワ ミ師 を尊敬す る村 び とが、 アー シュ ラ

ム にや って きま した。 そ して、 この村 の何 人かが、 わた しの ことを非難 してい る と伝 え

て くれ ま した。 なぜ な らば、 わた しが不可触 民 の女性 と同棲 してい るか らだ とい うので

す。 わた しは、父 か らもらった聖紐 をいつ も身 につ けてい ま した。聖紐 はバ ラモ ン身分

を象徴す る ものです。 したが って、村 び とはわ た しがバ ラモ ン階級 出身だ とい うこ とを

知 ってい ました。 しか し、 わた しのパ ー トナー は、卑 しい身分 とされ る 「ドム ・カース
22

ト」の出身で した。オッドイ ト・ゴスワミ師はまだ滞在されていましたので、わたしは

師に助言をもとめました。

「われわれは彼女の出身カース トのことなど気にしない。 しかし、 もし村びとがおま

えのことを不快に思 うなら、おまえは彼 らに迷惑をかけていることになる。おまえはそ

のことに敏感でなければならない。息子 よ、おまえに解決策を教 えよう。おまえたちは、

ふた り一緒にベ ックを受けなさい。ゴサイ・ババ(ラ グナンダン・ゴスワミ師)に 、ベッ

クを受けたいと頼んでみなさい」。

わたしたちは、ラグナ ンダン ・ゴスワミ師から 「ベ ック」(世 捨て人の身分への通過

儀礼)を 受けました。彼女は、それ以後、色 もののサリーではな く白い衣装を身につけ、

いっさいの装身具をはず しました。わたしは、師か ら新 しい 「ドリ ・コウピン」(ふ ん
　ヨ

どし)を 受 け取 りま した。翌 日、わた しは ファラ ッカ ・ダム まで小 旅行 し、わ た しの聖

紐 をガ ンガー(ガ ンジス川)に 投 棄 しま した。

22「 ドム ・カース ト」(Doms)の 伝統的な生業は、竹の 「かご作 り」や、穀物ともみ殻をあおぎわけ

るうちわの 「唐箕(と うみ)作 り」である。これらの比較的クリーンな生業であるにもかかわらず、

ドム ・カース ト全体は低い社会的地位を押 しつけられてきた。その理由は、かつて一部の ドムが、

ヒンドゥー教徒の葬儀に際して、火葬用の 「積みまき」を組み、点火用の 「わら束と火」を喪主に

手渡す役 目を担っていたからである。一部のドムの不浄な葬儀の奉仕のおかげで、 ドム ・カース ト

全体が不本意ながらも低い社会的地位に甘んじているのである。

23西 ベンガル州とビハール州の州境で、ガンガー川をせき止めるダム。鉄道 ・道路橋としても利用さ

れている。
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3-5.カ ナ イ ・ダ

わた しがオ ッ ドイ ト ・ゴス ワ ミ師か らデ ィ ッカ(入 門式)を 受 けてバ ウルの道 を本格

的 に追 求 しだ した ころ、バ ッダル ・ダは友人 のカナイ ・マ ンダル を紹介 して くれま した。

「カナ イ ・ダ」 の こ とです。 カナ イ ・ダは国営東 部鉄道 に勤務 す る公務 員 で した。彼 は

もち ろんバ ウル では あ りませ ん。 しか し彼 はバ ウ ルの歌 や音楽 の熱 烈 な愛好 者で した。

わた したち は馬 が合い、 しょっ ち ゅう会 い ま した。わ た しの住 むラグナ ンダ ン ・ゴス ワ

ミ師のアー シュ ラムが、 わた した ちの 「た ま り場 」で した。 わた したちは、会 えばいつ

も気楽 に雑談 を し、歌 を うたい音楽 を演 奏 しま した。そ して 「ガ ンジ ャ」(マ リフ ァナ)

の パ イプ を回す のが常 で した。

それは、 わた しがベ ック(世 捨 て人の身分 のための通過儀礼)を 受 けて しば ら くして

か らの ことです。 カナ イ ・ダとバ ッダル ・ダが遊 び に きま した。 いつ もの ように、わた

したちは音楽 を演奏 し、 ガ ンジ ャのパ イプ を回 しました。 その 日の ガ ンジャは、 ビルマ

との 国境 に近い マニ プル産 のすば らしい もの で、 その効 き目はび っ くりす るほ どで した。

ガ ンジ ャのパ イプ を回 して何 巡 目だ ったかお ぼえてい ませ んが、 カナイ ・ダが何 か を語

りは じめ ま した。
24

「わた しは、バ ラモ ンの きみ に1カ タの土地 を寄付 しよ う。布 施 の受 納 はバ ラモ ンの

義務 で あ るか ら、寄 付 を したい とい うわ た しの申 し出 を、 きみ は拒 否で きない はずだ。

きみはその土地 に、 きみ 自身の アー シュ ラムを建 て るこ とがで きる」。

わた しは、び っ くりして カナイ・ダを見 つめ ま した。「バ ラモ ン」 … 「布施 」… 「寄付 」

… 「1カ タ」 … 「土地」 … 「アー シュ ラム」 … とい うこ とばが、 わた しの頭 のなか を ぐ

る ぐる と回 りは じめ ま した。 しか し、 す ぐにわれに返 りま した。 カナイ ・ダが、 わた し

の 出身カース トを理 由に、1カ タの土 地 を寄付 しよう としてい る。 わた しはバ ッダル ・

ダに対 してす まない と思 いま した。 しか し、 わた しはすで にベ ックの通 過儀礼 を受 けて

い ま した。 したが って、 わた しは もはや 「バ ラモ ン」で はあ りませ ん。 しか し、 わた し

はまちがい な く 「世捨 て人」 です。バ ラモ ンや世捨 て人 に 「布 施」や 「喜捨」 をす る こ

とは、 世俗 の人 間の 「本分 」(ス ヴ ァ ・ダルマ)と 考 え られ てい ます。 世捨 て人の わた

しは、 カナ イ ・ダの 申し出を拒 否で きない と思 い ました。 そ して、彼 にいい ま した。

「カナイ ・ダ。 わた しの話 を聞い て くれ。 ど うかその土地 を 「ラーダー ・ゴーヴ ィン
　ら

ダ」 に寄付 して くれよ。 ラーダー ・ゴーヴィンダの名で、その土地を登記 してほ しい。

もしその土地がわたしの名前で登記されたら、わたしは物欲にとらわれて、本物のバウ

ルになる努力 をお こたるか もしれない。そ うなればカナイ ・ダの善意が台なしになる。

24「 カ タ」 は イ ン ドの 地積 の 単位 。1カ タ ≒84平 方 メ ー トル。

25「 ゴー ヴ ィン ダ」 は 、「牛 飼 い」 の 意 味 で、ク リシ ュナ神 の名 前 の ひ とつ 。 「ラー ダー 」 は、ク リシ ュ

ナ神 の 恋 人 と な った乳 しぼ り娘。
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ど うか そ うな らない ように しよう」。

カナイ・ダは、わた しの提 案 をよろ こんで くれ ました。 わた しはバ ッダル・ダをち らっ

と見 ま した。彼 は笑顔 で賛意 をあ らわ し、 わた しにいい ま した。「兄弟 。 きみはカナ イ・

ダの 申 し出 を拒否 して はい けない。そ こに きみ のアー シュラム を建 てたまえ。 わた しも

おお いに協 力す る よ」。 わた しは、 それ を聞 いてほ っと しました。

カナイ ・ダは、1カ タの土地 をほ ん とうに寄付 して くれ ま した。 わた しは、材木、竹 、

わ ら、金物 な ど、建材 のすべ て をマ ドゥコリで あつ め ま した。 もちろん、 バ ッダル ・ダ

は、献 身的に協力 して くれ ま した。 こ うして、 わた しの 「ラー ダー ・ゴー ヴィ ンダ・アー

シュラム」は、1980年 に完成 しました。 その と き、 わた しは28歳 で した。

4.宿 な しバ ウル

4-0.は じめ に

バ ク レシ ワー ルは ビル ブム県 の県都 シウ リの西18キ ロに位置 す る静 かな町であ る。 そ

こは イ ン ドに51ヶ 所 あ る とい われ る 「母 神座 所 」(シ ャク テ ィ ・ピー ト)の ひ とつ で、

シヴ ァ派 とシャクテ ィ派の聖地 であ る。 またそ こは豊か な温泉 の町 と して有名で ある。

バ ク レシ ワー ルのナ ラッダナ ンダ ・ゴス ワ ミ ・バ ウル(NaradanandaGoswamiBau1)

は 「宿 な しバ ウル」 であ る。彼 は一定 の住所 を もたず、 ひ とりで暮 らしてい る。以 下は、

彼 の語 る物 語で ある。

4-1.少 年時代

わたしは、1952年 、ナディア県のカリンプール村で生まれました。わたしの両親は東

ベンガルのファリッドプール出身で、インドとパキスタンの分離独立のすこし前に西ベ

ンガルに移住 していました。両親がカリンプール村に定着 したとき、父はそこでかな り

大きな農地を購入 しました。両親は老齢ですが、まだ健在です。わたしは6人 キョウダ

イの2番 目で、兄 と弟、それに3人 の妹がいます。

わたしは子どものころか ら音楽が好 きでした。わたしは学校で勉強するよりも、専門

の先生について、本格的に音楽 を習いたいと思っていました。わた しは母 と一緒に、わ

たしの希望 を父に伝えました。 しか し、父はわたしの希望を無視 して、わたしを学校に

行かせました。子 どもだったわたしは、父 に逆 らうこともで きず、10年 間学校に通いま

した。父はわた しが大学に進学するものと思っていました。 しかし、わたしは大学進級

試験に失敗 して しまいました。父は親の期待にそむいた と、非常に怒 り、「勉強が嫌い

なら働け!」 と命 じました。わた しは、い くつかの片手間仕事 をしました。しか し、一

生の仕事にしたいと思えるものは見つかりませんでした。

わたしの兄は父に従順で、つねに父の期待 にこたえていました。父のいうとお り、大
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学を卒業 し、卒業後 は小学校の教員にな り、まもな く父の取 り決めた結婚をしました。

わたしが19歳 か20歳 の とき、父は何の予告 もなく、わたしの結婚の取 り決めをしてし

まいました。わたしは自分の結婚のことなど考えたこともあ りませんでした。わたしの

友人には親の取 り決めた結婚に従った者が何人かいましたが、結婚生活が必ず しも幸福

とは思えませんでした。本人の意向を無視 した結婚は、人を家庭生活 という牢獄に閉 じ

込めるだけだ と思いました。わた しは、生まれては じめて父に激 しく抗議し、父の命令

を拒絶 しました。父 は、「親の意向を無視するような息子は、息子ではない。出て行け1」

と、 どな り散 らしました。

4-2.自 由を求めて

わたしは父の期待するような人生にうんざりしていました。数 日後、わた しは家 を出

ました。そ してパ ゴール・ビジョイ師を訪ねました。師はヴィシュヌ派の行者で、ナディ

ア県のラナガー ト村 にアーシュラムをもっていました。師は、わたしの住んでいたカリ

ンプール村のだれかの家をときどき訪問していたので、わたしは子 どものころから師の

ことを知ってい ました。師は会うたびにわた しをかわいが り、わたしも師を慕っていま

した。わた しは師に事情を話 し、師のアーシュラムにしばらく滞在 したいと懇願 しまし

た。師はわた しの願いをかなえて くれました。

わた しはパ ゴール ・ビジョイ師のアーシュラムに約1年 間住み込み、ついに師から

ディッカを受け、彼の弟子 とな りました。師はわたしに、ナラッダナンダ ・ゴスワミと

いう宗教名を授けて くれました。わたしは、今までの人生が終了し、新 しい人生がはじ

まったと思いました。

パゴール ・ビジョイ師のアーシュラムに滞在中、やはりアーシュラムに住み込んでい

たキョウダイ弟子から音楽の手ほどきを受けました。もともと音楽が好 きだったわたし

は、さまざまな楽器の演奏テクニックをす ぐに覚 えました。わたしは小 さなシンバル(コ

ルタール)を 購入 しました。ある日、わたしはそのシンバルをたたき 「神の御名」 を唱

えなが ら、生まれてはじめてマ ドゥコリに出かけました。わたしは数時間で、少なから

ぬ量の米 と現金を集めることができました。それは予測をはるかに上回る もので した。

そのとき、わたしは心にひらめ くものを感 じました。

わたしは、昔からいつ もどこかへ行 きたい と思っていました。わたしは自分の人生を

自由に生きたいと思っていました。土地や家に執着し、家庭 という牢獄に永遠につなが

れるのだけは避けたいと思っていました。わたしは一所不住の人生を送 りたいと思って

いました。わたしはパゴール ・ビジョイ師に別れを告げ、聖地巡礼の旅に出かけること

にしました。そのときわたしは21歳 でした。わたしの聖地巡礼の旅は、およそ4年 間つ

づ きました。
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4-3.バ ウルとの出合い

聖地巡礼の旅が5年 目に入ろうとしていたころ、わた しは西ベンガル州のバクレシュ

ワールを訪ねました。バクレシュワールは、「五十一母神座所」のひとつで、シヴァ派

とシャクティ派の聖地です。 しか し、ワーラーナシー(ベ ナレス)や ガヤーのような有

名な聖地 とはちがい、町はひっそ りとしていました。そこには水の きれいな小川が流れ

ていました。温泉 もわき出ていました。

バ クレシュワールに着いたとき、一時的に寺院に寝泊 まりしている巡礼中のサー

ドゥーの姿を見かけました。わた しは 「しば らくここに滞在 してもいいな」と思いまし

た。わたしはシヴァ神 をまつった寺院の片隅に、巡礼者のための小屋があるのを見つけ、

そこをしば らくの宿 とすることにしま した。毎朝、寺院を清め神像 を花で飾 りました。

神像に捧げ られた供 え物を、「おさが り」(プ ラサー ド)と して食べることがで きました。

何 日か経過 しても、わた しの寺院滞在をとがめる人はいませんでした。

バクレシワールに滞在 してしばらくすると、この地域に数人のバウルが住んでいるの

に気づ きました。 ときどき彼 らが個別に歌 をうたいなが らマ ドゥコリをしているのを見

かけました。また、 ときどき彼 らがグループを組み、一緒にバウルの歌や音楽を演奏 し

ていました。彼 らはたがいに仲がよく、 とても楽 しそうに見えました。わたしはバウル

の歌にすっか り魅せ られて しまいました。

わたしは、過去4年 間インド中を放浪 し、聖地巡礼の旅を続けてきました。いつ も孤

独 なひとり旅で した。わた しは 「この4年 間の旅は、あて もなくさまよい歩いていただ

けなのか」と、自問しました。わた しは、い くつかの楽器の演奏 はで きましたが、歌は

うたえませんで した。わたしはバウルの歌を習いたいと思いました。そして、バクレシュ

ワールのバ ウルの仲間に加わりたい と思いました。

しばらくして、わたしはバクレシュワールのバウルと顔見知 りになりました。彼 らは

最初、わたしのことを 「サー ドゥー」 と思っていました。なぜなら、わたしはシヴァ寺

院を仮の宿 とする一所不住の巡礼者であり、ぼろを身にまとい、髪や髭は伸び放題、そ

して所持品もほ とんどなかったからです。実際、彼 らはわたしのことを 「サー ドゥー ・

ババ」 とよびかけました。 しかし、わたしのライフスタイルはサー ドゥーのようですが、

わた しは本物のサー ドゥーではあ りませんでした。 もっとも、わた しがサー ドゥーとみ

なされることは、聖地巡礼の旅 をつづけるには便利なこともしばしばありました。旅行

中わたしの無賃乗車 をとがめた車掌はひとりもいなかったのです。 しかしわた しは、「一

所不住のサー ドゥーのような行動をやめるのは今だ」と思いました。わたしは、バウル

の歌を習いたい というわたし希望を彼 らに伝 え、仲間に入れてほしい と頼みました。彼

らはわたしの意外な要請に驚いた様子でしたが、「OK。 きみがその気なら、われわれは

大歓迎だ」と、あっさりと許可 して くれました。それ以来、わたしはバウル と名の り、
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バ ウ ルの衣装 を身に まとい、バ ウル の歌 をうた うようにな りました。

4-4.バ クレシワールの生活

わたしはバクレシワールに約12年 間住んでいますが、わた しは今でも 「宿なしバウル」

です。わた しはバ クレシワール地区内のあちらこちらを、仮の宿 を求めて移動 していま

す。現在のシェルターは、バクレシワールの温泉を運営 している 「西ベンガル州鉱物資

源開発公社」の入場券売 り場だった小屋です。その小屋はずいぶん前から放棄されたま

まになっていました。わたしはその小屋 を2年 以上も不法占拠 しています。所有権は公

社 にあるのですから、もし必要ならいつでも明け渡すつ もりでいます。 しか し、いまだ

にだれもわた しに 「出てゆけ」とはいいません。

わたしはマ ドゥコリをして生活 しています。マ ドゥコリの生活は、パ ゴール ・ビジ ョ

イ師のアーシュラム滞在時から続いています。 しかし、わたしがマ ドゥコリに出かける

のは、週に2日 か3日 です。わた しが近隣の村に出かけ、数軒の家で数曲の歌をうたっ

ていることを想像 して ください。数人の人がわたしに一握 りの米、あるいは季節の野菜

を与えて くれるでしょう。わたしは1キ ロか2キ ロの米や野菜 を容易に集めることがで

きます。その とき、その 日のマ ドゥコリ行動は終了です。ひとりの人間の生活にはそれ

で十分です。 また、わたしが どこかの村の音楽会に招かれ、主催者が200ル ピーの謝礼

をくれたとします。そうすると、1ヶ 月間、わたしはマ ドゥコリに出かける必要がない。

わたしはそのお金で1ヶ 月の生活費をまかなうことがで きるからです。

わたしは以前にはよく料理 をしたものです。料理は楽 しいし、今でも大好きです。 し

か し、最近は料理 をすることがほとんどあ りません。ある日、たまたまバクレシワール

の食堂で夕食をとろうとしました。その食堂のオーナーは、わた しの歌が大好 きでした。

食事が終わってお金を支払おうとしたとき、そのオーナーがわた しにいいました。

「きみはマ ドゥコリをして生活 している。わたしは世帯主であ り、ここで金を稼いで

いる。バラモ ン司祭者に布施 をすることと、世捨て人やこじきに施与することは、世帯

主としてのわたしの本分(ス ヴァ ・ダルマ)で ある。世帯主であるわたしは、 きみのよ

うなこじきか ら金 をもらお うとは思わない」。

それ以後、彼はいつもわたしに食事を無料で提供 して くれます。わたしは彼に対 して

何の義務 もあ りません。 しかし食堂が忙 しい ときなどは、わたしは自発的に彼を手伝 う

ようにしています。 もっとも、その ようなことはめったになく、せいぜい月に一度か二

度のことです。

食堂のオーナーは、わたし宛の手紙を引き受けて くれています。なぜなら、わたしは

「宿な しバウル」であり、わた しには住所 というものがないか らです。

バクレシワールに住 むようになってから、わたしはときどき家族 と連絡をとっていま

一165一



大手前大学論集 第13号(2012)

す。彼 らはときどき手紙をよこします。 しかし、彼 らはわたしのことを喜んでいません。

彼 らはわたしのことを、いまだに放浪の旅 をつづける 「ろくでなし」 と思っているよう

です。兄はわたしに、 とにか く家に帰 り、そ こで音楽活動をすればよいではないか と、

手紙で知 らせてきました。 しかし、家に帰れば 「元の木阿弥」になることがわかってい

ます。わたしはここでは自由です。わたしは兄への返信で、家に帰る気がないこと、そ

して家庭生活を営む気がないことを、はっきりと書 きました。わたしはわたしの人生を

自由に生 きたい。そ して、わたしの神へのバ クティ(信 愛)を 継続 したい。神へのバク

ティを表明する歌をうたい、宗教的な人生 をお くりたい。そ うす るために、わた しはバ

ウルになり、マ ドゥコリをして生活 しているのです。

わた しがひとり暮 らしの 「宿なしバウル」 をつづけていることに、なぜなのかと不思

議 に思 うかも知れません。そのことについて話 しましょう。

わたしの親友のひとりに、ニタイ ・ダシュというバ ウルがいます。彼はバクレシワー

ルのアーシュラムで女性パー トナー と一緒に住んでいます。ニタイは、(「振 り子行者」

が 「孫」 と呼ぶ)ゴ ール ・ホリ ・ダシュというバウルの弟子です。ニタイを通 じて、わ

たしはゴールと知 り合いになりました。 ゴールは、かつてわた しに、「神 というものは

人間の肉体の内部に存在する」 と語 りました。そのことについては疑問の余地がないと

思います。

わたしはゴールの弟子ではあ りませんが、バウルの宗教の究極の目標は、神と合一 し、

神 を実感することだと聞きました。また、バ ウルの宗教の究極の目標に到達するために

は、「サ ドゥナ」(成就法)と 呼ばれる宗教儀礼を実践 しなければならないと聞きました。

さらに、サ ドゥナを実践するためには、男性修習者は、パー トナーとして女性修習者が

必要だということも聞きました。しか し、人間の肉体 に宿る神 と合一 し、神 を実感する

ために、人間はなぜ別の人間を必要とするのかについては、わたしはまだ納得で きない

のです。 これが、ひとり暮 らしの 「宿なしバ ウル」をつづけている、 もうひとつの理由

です。
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